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   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。

これより本日の会議を開きます。 

 これより本日の議事日程に入ります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（浅沼幸雄君）  日程第１、一般質問を

行います。順次質問を許します。５番佐々木僚

平君。 

   〔５番佐々木僚平君登壇〕 

○５番（佐々木僚平君）  改めまして、おはよ

うございます。日本共産党の佐々木僚平です。

通告に従いまして、遠野市の災害時における新

型コロナウイルスの感染症対策について、一括

質問方式で質問してまいります。 

 質問する前に一言、昨日の新聞報道によると、

大型台風が南に上陸し、九州７県で664万人に

避難指示と勧告が出され、気象庁の会見で最大
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級の警戒を続けてほしいと述べている記事でし

た。今日の記事には、各地の被害、それぞれ死

者２名、行方不明４名、また、110人のけが人

とあり、非常に心配するところです。心よりお

見舞い申し上げます。 

 質問に入ります。 

 去る８月27日、遠野市議会事務局からのファ

クスで、当市からクラスターと呼ばれる集団感

染が出たことを知り、非常に驚きました。感染

した方々の一日も早い健康の回復を願っていま

す。 

 初めて県内で新型コロナウイルスの感染者が

７月29日に判明して以来、岩手県では本日９月

８日時点で当市の感染者を含め23人になってし

まいました。 

 当市においてこれまでも具体的に新型コロナ

ウイルスの対策を検討、実行してきたわけです

が、このようにあらゆる事態を想定する必要が

迫られており、改めて災害時の遠野市の対応と

新型コロナ感染対策について確認したいと思い

ます。 

 残念ながら、当市にも新型コロナ感染者が出

たことに対して、市長はどのような捉え方なの

か伺います。 

 まず、指定避難場所の役割についての確認で

ありますが、災害対策基本法の第49条の７で指

定避難所の指定について書いているところを少

し読んでみます。「市町村長は、想定される災

害状況、人口の状況その他の状況を勘案し、災

害が発生した場合における適切な避難所を避難

のために必要な間滞在させ（省略）政令で定め

る基準に適合する公共施設その他の施設を指定

避難所として指定しなければならない」と示し

ております。指定避難所の役割には、危険を回

避する場所と被災者が臨時的な生活をする場所

の２つの役割があり、安全の確保と健全な避難

生活の備えが求められていると思います。 

 また、政府は、2013年８月に避難所における

良好な生活環境の確保に向けた取組指針を、そ

して、2016年４月には避難所運営ガイドライン

で避難所環境の改善を示してきたはずですが、

遠野市では、避難所数やトイレの数、シャワー、

洗濯や物干し場など、避難所環境の改善など、

生活機能の整備、さらに運営要員や多様な避難

者の要望に応える要員配備は、ガイドラインに

沿ったものとなっているかお伺いします。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策として、

避難所受入れ時の検温などの設備や人員は確保

されているのか。併せてお伺いします。 

 次に、介護施設等の災害対策について伺いま

す。 

 最近、県内で災害被害の大きかったこととい

えば、４年前の2016年の大型台風10号による豪

雨で、岩泉町で多くの方々が犠牲になったこと

が思い出されます。 

 当市においても、この台風により土淵地域の

河川付近の家屋や田畑が大きな被害を受けたわ

けですが、先ほど述べた岩泉町では24人の犠牲

者を出し、そのうち、自力では避難ができない

高齢者施設「楽ん楽ん（らんらん）」の９人の

高齢者でした。それぞれ被害に遭われた皆様に

心よりお見舞いとお悔やみを申し上げます。 

 岩泉町は、中山間地の狭い谷底に集落が集中

しており、土砂や洪水災害を回避できる平地が

少ない地域でしたので、大きな被害になったと

考えられます。 

 岩泉町での災害復興と、一例ですが、同時に

いろいろな方の協力をもらいながらも、防災意

識向上のためにと、住民誰もが一目で分かるよ

うな空からのハザードマップを作成したり、避

難所の準備訓練では職員と住民が一丸となり段

ボールでのベッドづくりをする様子など、テレ

ビで見ましたが、私は、このような岩泉町の災

害復興経験など、様々な教訓を学ぶべきではな

いかと強く感じたところですが、いかがでしょ

うか。 

 当市の場合、高齢化が進み、それに伴い施設

が増えていると思いますが、老人施設や福祉施

設は河川に近い場所に多いのではないでしょう

か。実際のところ、遠野市内の老人施設、福祉

施設、それぞれの施設数と、河川氾濫の際に浸

水の危険があると遠野市が予測している施設の
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場所と数を伺います。また、そのような施設に

対し、避難の際、どのような避難支援の対策が

予定されているかもお伺いします。 

 次に、学校、児童館、保育所等の子どもたち

が関わる施設での新型コロナウイルス対策につ

いて伺います。 

 当然、３密を避ける指導と活動を行っている

ことと思いますが、遠野市として学校、児童館、

保育所への指導と点検はどのようになされてい

るかお伺いいたします。 

 遠野市で新型コロナウイルス感染が確認され

た現在、市民が最も心配している場所が学校な

どの教育施設です。確実な指導と点検体制を市

民の皆さんが安心できるよう具体的に紹介して

いただければありがたいと思います。 

 最後に、市内でのＰＣＲ検査の体制について

お伺いします。 

 先日、ドライブスルー方式のＰＣＲ検査が感

染者の濃厚接触者に対して行われたと報道され

ました。 

 以前から市内では発熱に伴いＰＣＲ検査を希

望する市民が少なからずいたようですが、私が

知る限りでは、保健所や病院による自宅待機を

指示された方でＰＣＲ検査を受けることができ

た人はいなかったようです。 

 岩手県の民間医療機関で検査できるところは

盛岡に１カ所あるだけと聞きましたが、もっと

民間医療機関での検査を広げないと感染拡大は

防げないのではないでしょうか。 

 遠野市内での感染が確認された以上、希望者

は誰であっても希望することによりＰＣＲ検査

を無料で受けられるような施策が必要と思いま

すが、市長がどのようなお考えかお伺いし、１

回目の質問とします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木僚平議員の一般

質問にお答えをいたします。一括質問という中

での質問でありました。 

 新型コロナウイルス感染症が、８月27日であ

りますけれども、遠野市内でも陽性反応者が出

たということで緊張が走りました。 

 それぞれ県のほうの対策室のほうからその都

度メール等で情報が入るわけでありますけれど

も、まさに誰が感染してもおかしくないような

状況が今続いているというような状況にあるわ

けであります。 

 しっかりとした緊張感の中で、また、基本に

忠実に感染予防防止対策、さらには社会経済対

策というものとの両立を図りながら対応してい

かなきゃならない。そこには基本に忠実である

ということが一番大事ではないのかなというよ

うに思っております。 

 さらには、御質問にありましたとおり、九州

全域を襲いました台風10号、幸いにもと言えば

でございますけれども、事前に報道されていた

内容に比べれば被害が最小限にとどまったのか

なというように感じるわけでありますけれども、

椎葉村をはじめ、多くのところで犠牲者が出て

いるという状況にあるわけでございますから、

避難所の在り方等も基本に忠実という中にあり

ましてしっかりと向き合わなければならない大

きな課題ではないのかなというように認識をい

たしているところでございますので、そういっ

た認識の中で順次御質問にお答えを申し上げて

まいりたいというように思っております。 

 まず、１問目と２問目は併せて伺いたいとい

うことでありました。避難所の一つの運営の在

り方、あるいはそれに伴いましての遠野市とし

ての新型コロナウイルス感染症対策について、

指定避難所等に対してどのように向き合ってい

るのかということについて基本的なスタンスを

尋ねたいということでありましたので、これに

つきましてお答えを申し上げておきたいという

ように思っております。 

 御案内のとおり、内閣府の避難所における良

好な生活環境の確保に向けた取組指針が、これ

は平成25年８月でありますけれども、この時点

は東日本大震災の課題を踏まえて災害対策基本

法の改正が行われたというのが平成25年５月で

あります。 

 この指針、いうところのガイドラインであり
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ますけれども、地域の特性や実績や実情を踏ま

えつつ、適切な避難所に関する自治体の対応に

ついて示されたというのがこの改正に基づく一

つのガイドラインというものに基づく指針であ

ります。 

 内容を申し上げますと、避難所の組織体制、

指定避難所、福祉避難の整備指定や住民周知、

さらには発生後の避難所対応などの内容が盛り

込まれておりまして、市の避難所はこの指針に

示された内容に沿って整備されているというそ

のような基本的なスタンスであります。 

 また、市は県が示しました市町村避難所運営

マニュアルを基に、平成30年でありますけれど

も、30年１月でありますけれども、避難所運営

マニュアルを策定いたしまして、開設する避難

所にこれを参考に避難所を運営するというその

ような形で示しているところであります。 

 避難所数は、これは数を申し上げますと、指

定避難所は72施設、そして福祉避難所は32施設

を指定をいたしております。コロナ禍でもって

避難者の密を避けると、３密を避けるという一

つの必要がある場合は、必要に応じ避難所を増

やし対応するというそのような一つの対応をさ

せていただいております。 

 いろいろ既存施設の設備を利用するというこ

と、例えばトイレとかシャワーとかそのような

もの、あるいは避難生活が長期化する場合は簡

易トイレの設置や仮設の入浴施設等の配置など

も、これを検討しなければならない一つの課題

ではないかなと思っておりますし、日常生活と

いうことになれば、まさに洗濯物干し、そうい

った特にも女性等に配慮するようなそのような

一つの様々な心配り、気配りが必要ではないの

かなというように思っております。まさにいう

ところの思いやりとかそのようなことがしっか

りと組み込まれていなければならないんじゃな

いのかなというように思っているところであり

まして、運営委員会、避難所の運営委員、ある

いは多様な避難者の要望に沿えるような人員配

置につきましても、避難所の運営は市職員ある

いは指定管理者だけで行うものではない。避難

者も参加するというようなことも運営マニュア

ルの中においては示しているということでござ

いますので、このような一つの仕組みづくりは、

自助、共助、公助という言葉もよく使われてい

るわけでございますけれども、そのような対応

が必要ではないのかなというように思っており

まして、運営体系をこういったものを参考にし

ながら、いうところのケース・バイ・ケース、

臨機応変、そのような中における対応をしっか

りと行っていかなきゃならないかというように

思っておりまして、そして、また、指定避難所

におけるウイルス感染症対策につきましては、

遠野市が取り組んでいる内容につきましては、

対策会議等を５月28日あるいは８月26日にも開

催をいたしまして、それぞれいろいろシミュ

レーションしながら対応を進めているところで

あります。 

 この会議におきましては、この７月に策定を

いたしました新型コロナウイルス感染症対策に

配慮した避難所ガイドライン、ただいま申し上

げました避難所ガイドラインに沿った内容で、

コロナ対応に避難者の受入れ体制や、あるいは

受付での滞在スペースの振り分けなども確認を

し合っているところであります。 

 実際に間仕切り用のテントを使用した取扱訓

練、そのような取扱訓練、あるいは避難所を想

定した健康状態チェックなども行っているとこ

ろであります。 

 こういったガイドライン、あるいは避難所の

一つのケース・バイ・ケースと申しますか、独

自の新型コロナウイルス感染症対策に配慮した

避難所運営ガイドラインを今現在様々な形で他

市の例なども参考にしながら策定を急いでいる

ところでありますので、御了解いただければと

思っております。 

 また、避難所の感染症対策の物品といたしま

しては、今、マスクあるいは手指消毒剤を市内

90行政区ごとにいうところの避難所、各地区セ

ンターの指定避難所11カ所に配置済みという、

そのような対応も行っているところでございま

すし、先ほど申し上げましたとおり、簡易ベッ
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ドや、あるいは間仕切り用テント、あるいはフ

ェースシールド、あるいはこのような非接触型

体温計、ゴム手袋、そのような購入もいうとこ

ろの１号補正、２号補正、３号補正等、補正を

組みながら対応してきているわけでございます

けれども、感染予防防止対策という一つの視点

に立ちまして、基本に忠実にという中における

そのような対応も進めているところでございま

すので、御了承いただければというように思っ

ているところであります。 

 いずれ緊張感を持って、繰り返しになります

けれども、基本に忠実に対応していくというこ

とがウイルスに向き合う基本的なスタンスでは

ないのかなというように思っているところでご

ざいますから、それをきちんと踏まえながら、

冷静にウイルス問題にも向き合っていくことが

大事ではないのかなと。 

 ただ、これまた繰り返しになりますけれども、

災害はいつどういう形で押し寄せてくるか分か

らないわけでございますので、そういった意味

での今申し上げましたような緊張感を持った対

応は、これは市民共々共有をしながら向き合っ

ていかなければならないかというように思って

おります。 

 それから、３点目でありますけれども、介護

施設での対応等であります。 

 当市におきましては、通所及び入所を行って

いる福祉施設は介護保険施設が20施設でありま

す。20施設。障がい者施設は８施設、そのほか

の福祉関連施設が３施設というそのような捉え

方をしているところであります。 

 そのうち、いうところの土砂災害警戒区域に

あり、地域防災対策、防災計画に搭載されてい

る施設は、ふれあいホーム小友、養護老人ホー

ム長寿の森吉祥園の２施設が警戒区域の中にあ

り、地域防災計画に搭載されている２つの施設

ということに捉えているところであります。 

 市では、平成26年に防災マップを全戸配布い

たしまして、被災想定エリアについては市民周

知等をそのマップ等を通じまして行っていると

ころであります。 

 そういった意味におきましては、岩泉町の例

などもいろいろ申し上げて話をされておりまし

た。これは人ごとではありません。つい４年前

にあのような大きな災害、そして尊い人命が失

われた、そのような中のこともまさに改めて思

い起こしながら、このような対応にも緊張感を

持って向き合わなきゃならないかというように

思っておりまして、浸水先の危険性がある施設

に対する避難支援と対策はというようなそのよ

うな御質問も先ほどの質問の中にありました。 

 御質問の中にありましたとおり、平成28年、

台風10号、岩泉町の事例はまさに当該施設で水

害を想定した避難マニュアルが未整備であった

ということが大きな原因であったということに

もなっているわけでございますけれども、これ

は私はいろいろ現地にも行きまして当時の町長

さんからもいろいろお話を聞いたことがあるわ

けでございますけれども、例えば避難マニュア

ル等が未整備であったからというだけでもとい

うんじゃなくて、自然の猛威といったものに本

当にどのように瞬時の判断の中でどう向き合う

のかということが極めて大事なことではないの

かなということもその中で改めて学んだという

ことも申し添えておきたいと思っておりますけ

れども、いずれマニュアルが未整備であったと

いうことも一つの現実としてあるということで

あります。 

 したがって、水害時の避難訓練の未実施など、

様々な要因が重なったこともその背景にもある

ということでございますから、これは大きな教

訓として我々も捉えていかなければならないん

じゃないのかな、まさにそういうものを踏まえ

ながらであればどうすればいいのかという部分

については、このようなマニュアルとか訓練と

かといったようなものは我々も学んでいかなけ

ればならないんじゃないのかなというように思

っております。 

 県のほうにおきましては、これまでの教訓、

こういった教訓を踏まえまして、水害あるいは

土砂災害のリスクが高い区域にある社会福祉施

設等に対し、水害あるいは土砂災害に関する非
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常災害対策の策定及び避難確保計画に基づく避

難訓練の実施を徹底するように指導を受けてい

るところであります。 

 当市におきましても、こういったものを含め

まして２施設ありますけれども、既に計画は策

定されておりまして、訓練等も実施をいたして

いるところでありますので、その他の施設、２

施設あるからそれでそこをやればいいんだじゃ

なくて、その他の施設についてもこの計画に基

づきまして、あるいは水害のみじゃありません。

あるいは火災や、あるいはそのようないろんな

災害が想定されるわけでございますので、その

ようなことを想定しながら、避難訓練等が毎年

実施されているという状況にあります。 

 いずれ各施設においても災害に対する避難訓

練や対応が行われているわけでございますけれ

ども、市といたしましても、台風の接近が予想

される場合、いうところのタイムラインの考え

方であります。あらかじめ来るということを踏

まえた場合においては先へ先へと対応していく

というタイムラインの考え方に基づきまして、

市の防災行政無線等で注意喚起を促しながら、

夜間等の危険な時間帯の避難にならないよう、

まさに早め早めの対応といったことが基本では

ないのかなというように思っているところでご

ざいますので、そのような認識の下にしっかり

とこのような災害に向き合ってまいりたいとい

うように改めて決意をしているところでありま

す。 

 さらに、学校あるいは児童館、保育園といっ

たところの対策は、これは御質問の中にありま

したとおり、新型コロナウイルス感染症の陽性

反応と申しますか、発症の可能性が非常に高い

一つの３密の状況が、このような学校とか児童

館とか保育所の中にあるのではないだろうかと、

それに対する対応はどうだろうかというそのよ

うな御質問と承ったところであります。 

 小中学校における新型ウイルス感染症対策に

つきましては、咳エチケットの徹底、さらには

消毒や手洗い等のこれまた徹底、日常的な健康

状態の確認などの繰り返しますけれども基本的

な対策を確実に実行するという形で、25項目の

チェックリストによりまして、児童生徒及び教

職員の指導と点検を行っているという状況にあ

ります。 

 この25のチェックリストの結果は、小中学校

から教育委員会のほうに毎週報告を提出されて

おりまして、感染防止対策の状況確認がきちん

とフォローされているというそのような状況に

あります。 

 また、定期的に換気を行う。あるいは、でき

るだけ人と人との距離を離しながら授業を行う

など、３密を避けるための教育現場においては

様々な工夫が行われているという状況にありま

す。 

 さらには、児童館、保育所においても、検温

や、あるいは健康観察でございますね、健康状

態など、そういったものの徹底を図りながら、

感染防止対策に忠実に実行しているということ

であります。 

 また、取組の一つでありますけれども、７月

からは子育て施設ヘルパー派遣事業を実施して

おりまして、児童館あるいは保育所等に消毒作

業を行うヘルパー派遣をすることによりまして、

施設の衛生管理の向上にも努めているという対

応も進めております。 

 さらには、市内の保育所等で感染者が万が一

にも確認された場合のガイドラインを作成して

おりまして、保育協会共々しっかりと連携を図

りながら、感染者あるいは陽性反応者が出た場

合の具体的な対応にも備えているという対応も

進めているところでございまして、これはまさ

に徹底という言葉の中で対応しているというこ

とでございますので、御了承いただければとい

うように思っております。 

 いずれ誰が感染してもおかしくないような状

況が続いているわけでございますから、これを

もってよしとしない。しかし、これをしっかり

と忠実に行うということによってウイルスと向

き合うという一つの基本ではないのかなという

ように思っておりますので、繰り返し繰り返し

申し上げますけれども、それを一つの基本的な
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スタンスといたしまして様々な取組を展開して

いるということであります。 

 最後になりますけれども、ＰＣＲ検査の状況

についてであります。 

 ＰＣＲ検査、これはいうところの希望者は誰

であっても希望することによりＰＣＲ検査がと

いうそのような形で、いうなればそういうこと

を進めるべきではないだろうかというような視

点に立っての御質問と承りました。 

 ＰＣＲ検査につきましては、御案内のとおり、

感染者の蔓延を防ぐため、拡大・拡散というこ

とを防ぐために、法律に基づきまして都道府県

が行うこととされております。 

 検査費用は全額公費で賄われるため、無料で

受けることができます。ＰＣＲ検査については

そのような一つの定めになっております。 

 これまで県内においてＰＣＲ検査の何と申し

ますか、処理能力と申しますか、これがいろい

ろ捉え方があるようでございますけれども、決

して十分ではなかったというそのような一つの

現実があったわけでございますので、検査を受

けられるのは保健所の判断により感染の疑いの

高い方のみが検査の対象となっているというよ

うな一つの状況にありました。 

 しかし、県の検査センターの能力向上や能力

の拡充や、あるいは民間検査機関の参入により

まして、検査能力の向上によりまして、濃厚接

触者のほか、感染者と接触が疑われる方なども

全て検査を受けられるというそのような体制に

もなったということは御案内のとおりでありま

す。 

 今回の遠野市の事例におきましても、感染が

疑われる方全員が速やかに検査を受けられた。

これは私もこの数字を報告を受けたときに、接

触者を全てＰＣＲ検査を行うというのを県のほ

うから連絡を受けたときに、80名、90名近い数

字がその中に出たときには、正直なところ、こ

れは大変な事態になるかもしれないなというこ

とがあったわけでございますけれども、市民も、

また、関係者も、あるいは県と遠野市との関係

につきましても連携がスムーズに取れ、そこに

遠野市医師会、あるいは遠野病院、各保健所、

中部保健所のみならず、奥州保健所あるいは一

関保健所といったような、そのような保健所の

スタッフの方々の全面的な協力を頂きましてス

ムーズにＰＣＲ検査が進められ、全員陰性であ

ったというそのような結果も得ることができた

わけでありますので、いうところの関係者リス

クが高い心理的な負担もある。そして、この中

に市職員も50名、60名と参加しているわけでご

ざいますけれども、みんな気をつけながらそれ

に向き合ったという中でそのような一つの結果

を得たということにつきまして、正直なところ

ほっともいたしているところでございますけれ

ども、改めてＰＣＲ検査といったものの重要性

といったものについても確認をしたところであ

ります。 

 また、遠野市、花巻市医師会の協力によりま

して、７月29日から地域外来・検査センターが

開設されております。稼働しております。感染

の疑いのある方は市内かかりつけ医師にも相談

することによりまして、よりスムーズに検査を

受けられるという体制になりました。これは遠

野市医師会と花巻市医師会のいろいろな形での

連携がうまくいき、そのような発熱外来の検査

センターが花巻市のほうに開設されたというこ

とにつながったわけでございますから、この場

を通じ、改めて医師会の先生方にも感謝を申し

上げなければならないかというように思ってい

るところであります。 

 いずれ感染の疑いがない方の、いうところの

ＰＣＲ検査につきましては、冒頭申し上げまし

たとおり、公費負担の対象にはなっておりませ

ん。１件当たり２万円程度の費用負担が発生す

るということもあるわけでございますので、検

査のための医療スタッフ、あるいは確保する必

要もあるわけでございますので、いろんな課題

もあるわけでございますけれども、拡大・拡散

防止ということにつきましては、これは大きな

国の政策の中に位置づけなければならない。国

難という言葉も使われているわけでございます

から、このような一つの対応につきましては、
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国のほうでしっかりと制度設計を行いながら、

拡大・拡散防止のためにＰＣＲ検査のより拡充、

いうところの拡大充実といったものに持ち込ま

なければならないのではないのかなというよう

に認識してございますので、そのような働きか

けなどもこれから行っていかなければならない

のではないのかなというように思っているとこ

ろでございますので、そのようなことを申し上

げまして、新型コロナウイルス感染症対策等に

係る様々ないうところの避難所も含め、あるい

は検査体制を含め、あるいは児童の健康、学校、

保育所、児童館といったようなものに対する対

応、福祉避難所における一つのきちんとしたシ

ミュレーション、そのようなことをいうところ

のそれぞれのケース・バイ・ケースに基づきし

っかり臨機応変にスピード感を持って対応して

まいりたいというように考えているところでご

ざいますので、それを申し上げまして、ただい

まの一括質問に対する一括答弁とさせていただ

きます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ５番佐々木僚平君。 

   〔５番佐々木僚平君登壇〕 

○５番（佐々木僚平君）  ただいま１番から４

番、一括で御答弁いただいたわけですが、特に

遠野での集団感染のその後の感染者に対するス

ピード感を持ってのというのは私らもほっとし

てすごいなというふうには思っております。し

かし、同僚議員が昨日おっしゃったように、関

連するときに、医療関係とか介護、それから保

育園も含めてなんですが、常に危険が伴って、

そういう人たちの常に希望があればＰＣＲ検査、

これが欲しいという１点と、それから前後しま

すけれども、避難場所について、密にするため

に場所が足りないというのが全国的に起きて、

今、緊急に今朝の新聞でもてんやわんやとみん

な九州のほうでは騒いでいるようですが、遠野

市においても万が一感染がまた一気に、遠野が

原因じゃなくても、これから交流がどんどん始

まっていつ身に降りかかるか分からない、この

ように思います。そこで、ホテル、旅館とか、

遠野の場合にはそういう借り上げというのを考

えているかどうか伺いたいと思いますが。 

 それから、施設の点で、小友の施設が該当す

ると、あと２カ所遠野ではというあれですが、

私、分からない点は、個人の関係なのかな。綾

織に例えば２カ所あったり、土淵にあったり。

これ、古い人間だからあれだけれども、アイオ

ン台風の例を出すと誰も多分分からない人が増

えてきているなと思いますけれども、すごく犠

牲になった70年以上前のことなんですが、そう

いう災害が出てこないとも限らない。そういう

ときの施設が遠野の場合、岩泉とはまた違った

形の広いところがあるんだけれども、川沿いに

あるのかなというふうに、そこが気になったの

で再度伺いたいなと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ＰＣＲ検査、あるいは

児童館、保育園、学校等のそのような施設の対

応等につきましては、先ほど答弁の中でいろい

ろきめ細かく、あるいはそれぞれのガイドライ

ンに基づいて、ＰＣＲ検査もしっかりと県の一

つの連携の下に、関係機関の連携の下に対応し

ているというようなことを申し上げました。 

 しかし、拡大・拡散という一つの状況の中に

ありまして、まだまだまさにいろいろきめ細か

く対応していかなきゃならないそのようなケー

スもあるわけでございますし、いろいろこれで

いいということではないわけでございますから、

ＰＣＲ検査のほうにつきましても、先ほど答弁

で申し上げましたとおり、しっかりとしたその

ような感染が疑われるからＰＣＲ検査というの

みならず、しっかりと検査をしながらというこ

のような一つの中で拡大・拡散といったものを

未然にしっかりと防止をするというような、そ

のような仕組みづくりにも持ち込まなきゃなら

ないんじゃないのかなと思っておりまして、市

長会あるいはそれぞれの県との連携の中におき

まして、様々、国のほうでもいろいろ見直し等

も行っていることを聞いておりますので、その

ような一つの対応の中から少しでもいうところ

の拡大・充実・強化といったところに持ち込ま
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なければならないんじゃないのかなと思ってお

ります。 

 施設のほうにつきましても、繰り返しになり

ますけれども、３密といったものを避けるよう

な基本に忠実にという部分を徹底しながら、子

どもたちの健康を守るというそのような一つの

基本に基づきまして、しかし、それだけではな

い。関係しているスタッフの方々もしっかり健

康を守るという部分の中にどのように向き合う

のかということになれば、これもまた繰り返し

になりますけれども、いろいろな様々なガイド

ライン等に基づきまして、それを繰り返し繰り

返し徹底をしていくということに尽きるのでは

ないのかなというように思っているところでご

ざいますから、そのような一つのいろんな事例

が全国でもいろいろ出てきているわけでござい

ますので、そのようなことも参考にしながら、

スピード感を持ってそれぞれの対応等について

も急いでまいりたいと思っています。 

 これでいいということではないわけでござい

ますので、ワクチンが開発されて来年の中頃に

はワクチンがというような報道も聞いておりま

すけれども、そのようなことがあるからいずれ

はということじゃなくして、健康と命を守ると

いう基本に基づいての対応を遠野市としてもし

っかりと向き合ってまいりたいということを思

っているところでございますから、先ほどの答

弁の内容の繰り返しになったかもしれませんけ

れども、ひとつ御理解を頂ければというように

思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ５番佐々木僚平君。 

   〔５番佐々木僚平君登壇〕 

○５番（佐々木僚平君）  再質問に対して、国

や県にも要望すると、他と連携などをしてＰＣ

Ｒ検査のほうもできるようにというような御答

弁を頂いたような気がします。 

 不十分ではありますけれども、今日、私が質

問させていただいた項目は、誰もがいつも、い

つでもどこで経験されるか分からない予測ので

きない事態が起きています。しかし、それを防

ぐ準備、必ず我々はやらなきゃならない。一人

ひとりはもちろん、最大限対策をこれでよいと

いうことはあり得ないと思います。ここ10年来、

物すごい気候変動により自然破壊や水害なんか

も遠野にまたいつ来るかも分からないような状

況であると思います。とにかく最大限の対策を

取っていただきたいということで、それを願っ

て私の質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午前10時47分 休憩   

────────────────── 

   午前10時57分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。次に進みます。

17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  佐々木大三郎でご

ざいます。事前通告に従い、一問一答方式によ

り２点について伺います。 

 今年度は、第２次遠野市総合計画の前期基本

計画の最終年度に当たります。この機会に総括

という視点で市民の声と私の思いを質問させて

いただきます。 

 それでは、１点目の当市の財政状況と住民

サービスの在り方について伺います。 

 当市は、少子高齢化と人口減少、コミュニテ

ィー低下に加えて厳しい財政状況に直面してい

ると承知しております。 

 一方で、多くの建物が造られ、維持管理費は

増加の一途をたどっていると懸念いたしており

ます。 

 なぜこのようにハコモノが増えたのかを考察

してみますと、箱物の主な原資は国からの補助

金や交付金で賄えますので、目先の利便性と根

拠のない成長戦略を描いての事業ではなかった

でしょうか。今となってみれば、必要性の乏し

いものまで造られたような気がしてなりません。

私自身、深く反省しているところです。 

 令和元年度の決算状況は、総務省への報告が

義務化されている実質赤字比率と連結実質赤字

比率、実質公債費比率、将来負担比率、そして
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資金不足比率の５つの指標はいずれも一定の基

準内にあることから、健全財政の範囲内にある

という御説明でした。 

 確かにそのとおりですが、ほかの指標から判

断する限りにおいては、厳しい財政状況に置か

れているというのが現実ではないでしょうか。 

 市長はよく「身の丈に合った」という言葉を

好んで使われます。当市の建物の規模と数は身

の丈に合っていると言えるでしょうか。 

 総務省から示されている物件費に関わる経常

収支比率を確認しながら質問させていただきま

す。 

 この物件費に関わる経常収支比率は、建物の

指定管理料や光熱水費等の上昇により悪化する

ことになりますが、遠野市と類似する全国の35

の地方公共団体と比較してみますと、当市は最

下位の35番目に位置しております。また、岩手

県平均と全国平均と比較しても極端に悪い状況

にあります。さらに悪いことに、年間年々悪化

傾向を示しております。このことから、当市は

箱物行政と言ってもよろしいのではないでしょ

うか。 

 箱物には常に維持管理費が生じてまいります。

よって、活用方法が悪ければ財政を圧迫し、市

民サービスの低下に陥ってしまうと私は認識し

ております。この私の認識について、市長の御

所見を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木大三郎議員の一

般質問にお答えをいたします。 

 一問一答方式で、まず、市の財政状況等につ

きまして厳しく向き合わなきゃならないんじゃ

ないのかなということはもちろんそのとおりで

ありまして、まさに緊張感を持ってしっかりと

向き合わなきゃならない。健全財政５カ年計画

というのも立てながら、その収支バランスをし

っかり踏まえながらという部分で緊張感のある

財政運営を行っているわけでございますけれど

も、ただいま物件費という一つの切り口の中か

らの御質問と承りました。 

 財政事情等につきましては、昨日、菊池美也

議員の御質問にお答えする中で、市全体の財政

事情、それぞれの比率等につきましても申し上

げたところでありまして、それぞれ数字を申し

上げながら、今、どういう状況にあるのか、監

査委員のほうからも審査意見を頂いたというこ

とも踏まえて御答弁申し上げたところでござい

ますので、それを踏まえた上でお答えを申し上

げたいというように思っております。 

 いずれも昨日、菊池美也議員のほうにお答え

を申し上げましたとおり、国の示した一定の基

準内に本市の財政状況はあるということは基本

であります。しかし、それをもってよしとする

つもりは毛頭ありません。 

 そのうちのいうところの経常収支比率であり

ますけれども、人件費、扶助費、あるいは公債

費等のように、容易にこれを縮減することがで

きない、いうところの経常的経費に対しまする

一般財源でどのように充当されているのかとい

う割合を示したのが経常収支比率ということに

なるわけでございます。 

 この比率が低いほど、経常一般財源の一つの

残余が大きく、財政構造が弾力的であるという

そのような指標になるわけでございまして、そ

れを踏まえますと、御質問の平成30年度決算に

係る本市の物件費に係る経常収支比率は18.6％

であります。 

 国が公表している全国の類似団体35団体中１

番目の高さにあるというそのような一つの数字

にあるわけでありまして、しかし、物件費に限

らず、全体の経常収支比率は87.2％でありまし

て、こちらは全国の平均の93.0％より低く、類

似団体35団体中６番目に低い数字になっている

というそのような形で捉えているところであり

ます。 

 いずれ物件費とは、公の施設の指定管理料や、

あるいは光熱水費、御質問のありましたとおり

光熱水費等の建物の維持管理に関する経費だけ

ではなく、人件費や維持補修費、あるいは扶助

費、さらには補助費等の、補助費等以外の市が

支出する経費であるため、賃金や旅費、各種業
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務委託料、使用料なども含まれているというそ

のような内容として捉えているところでありま

す。 

 平成30年度の物件費に係る経常収支比率の増

額というか、増要因、増えた要因、これは経常

的一般財源である普通交付税が２億8,700万円、

臨時財政対策債が約3,000万円をそれぞれ減額、

減少したということも一つ背景にあるわけであ

ります。 

 ちなみに申し上げますと、平成元年度決算で

は、本市の物件費に係る経常収支比率は20.2％

であったわけでありますけれども、その増要因

は前年度比較いたしまして地方税が約１億4,20

0万円、普通交付税が１億3,100万円、それぞれ

減少いたしております。 

 そして、また、もう一方においては、昨年の

10月１日から消費税が引き上げられたことによ

りまして物件費自体が増額になったということ

が一つの要因として上げられるのではないのか

なというように捉えているところでございます

から、数字は正直に出てきているわけでござい

ますので、この数字をしっかりと見据えながら、

今御質問にあったようなことの一つの課題に向

き合ってまいりたいというように考えていると

ころであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今、市長からいろ

いろ細々と御答弁いただきましたが、全くその

とおりだと思います。 

 ただ、私が申し上げたかったのは、ハコモノ

があれば便利だという安易な考え方だけではな

くて、本当に将来の活用の動きはどうなんだ。

あるいは、その波及効果はどうなんだ。あるい

は、当市の財政状況を慎重に検証しながら判断

すべきだということを申し上げたかったので、

ぜひ御理解を頂きたいと思います。 

 次に、市民の住民サービスの現状はいかがで

しょうか。市民は納得して満足しておられるで

しょうか。 

 市民の声と私の認識では、ハコモノとふるさ

と公社にはいろんな理由をつけて多くの予算を

配分しておりますが、その一方で、地域住民の

暮らしと命に関わる部分への予算配分は少ない

ように感じられてなりません。 

 具体例を示して質問させていただきます。 

 以前の一般質問でも質問させていただきまし

たが、これまで中心市街地活性化基本計画の下

で２つの事業目標を掲げて取り組んでまいりま

した。その１つは「多くの観光客が訪れる中心

市街地」、２つ目は「市民と観光客の回遊と交

流により賑わう中心市街地」ということで多く

の建物を造ってまいりました。 

 具体には、観光交流センターの新築であり、

旧ＪＡビルのまちおこしセンター整備、旧伊藤

家の復元、旧赤羽家・蔵の復元、とおの昔話村

のリニューアル、博物館のリニューアル、旧北

銀遠野支店の遠野文化研究センターとしてのリ

ニューアル、とぴあのリニューアル、さらに本

庁舎新築等々、数多くの整備を行ってまいりま

した。 

 この整備に要した費用は、建物本体だけで約

80億円になります。また、その後の維持管理費

や改装費などを加算しますと約100億円という

巨額の税金を投入してまいりました。 

 このことによってどのような効果が生み出さ

れたでしょうか。 

 期待された観光客は一向に増えることなく、

前期基本計画の最終年度を迎えても改善の兆し

は一向に見えてまいりません。このことが商店

街の衰退や市内全域の活性化、そして地域経済

に大きな影響を及ぼしていると承知しておりま

す。 

 そこで伺います。当初の計画どおりに観光客

と交流人口が増えてこない原因、理由、要因に

ついてお答え願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この問題につきまして

は、前にもこの本会議場でいろいろ議論した経

緯があるわけであります。 

 先ほど物件費の状況等につきましてもそれぞ
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れの数字を申し上げながら今の状況を申し上げ

ました。 

 それから、中心市街地の活性化に基づく一つ

の大きな施設整備、中心市街地のハード整備と

いうことになろうかと思っておりますけれども、

今御質問にあったようなことは順次行ってきた

ということもそのとおりであります。これまた

事実であります。 

 これは、計画と、それからそれに対する効果、

あるいは波及効果、あるいは目先のこともさる

ことながら、将来の見通しということも含めな

がら、そしてまた一方においてはスピード感を

持ちながら、そしてさらには今のタイミングを

失しないようにという中で対応していかなきゃ

ならないという様々な要因の中で計画を立てて

いるという部分の中を、それぞれの社会経済情

勢の、あるいは国際情勢のそのような背景など

も踏まえながら対応していかなきゃならないと

いうことはもう言うまでもないわけでございま

す。 

 ちなみに、中心市街地のハード整備につきま

しては、都市再生整備計画の事後評価が義務づ

けられておりまして、もうこれは検証を行って

おります。これはちゃんとしっかりフォローし

ろということになっておりますので、検証を行

っております。 

 また、ソフト事業に関しましては、いろいろ

今御質問の中にありました。中心市街地活性化

基本計画の検証を遠野市中心市街地活性化協議

会において行っているというそういう状況にあ

ります。 

 この基本計画でありますけれども、平成28年

度から平成２年度では、中心市街地の観光客の

入り込み、今御質問にありました入り込み、こ

れにつきましては約10万人を目標に目指してお

ったわけでございますけれども、これはいろい

ろ分析しなければなりませんけれども、令和元

年度の実績で見ますと５万人台にとどまってい

るという状況にあります。計画半分というこれ

は現実であります。それこそ数字はうそをつか

ないわけでございますから、そのような状況に

あるという。 

 これが計画作成時において、10万人を目標に

したという部分において、計画作成時におきま

して、道の駅遠野風の丘の入り込み数の増加を

ある意味ではしっかりと前提に捉えておったと

いうことも一つの背景にありますけれども、風

の丘を訪れる観光客のうち、３万人を中心市街

地のほうに誘導するというストーリーを協議会

のほうではそれを持っておったということであ

りますけれども、それがうまく流れなかったと

いうことも一つの背景にあるのではないのかな

ということは、私なりにもそのように分析をい

たしております。 

 はっきり申しますと、目標と実数との乖離と

いうことになります。10万人が５万人なわけで

ございますから、これは正直にそれを受け止め

なきゃなりません。 

 遠野市中心市街地活性化協議会におきまして

も、これを厳しく検証しているというそのよう

な一つの中におきまして、いろんなイベントの

在り方、あるいは様々な誘客への取組、こうい

ったようなものが様々行ってきているという部

分が、何かその辺のところはまだもう少し分析

してもらわなきゃなりませんので、ここは本会

議場でありますから、私の立場で一つの数字が

独り歩きされると困りますので慎重に言葉を選

びますけれども、いろんなイベントを行ってい

る。様々な取組が若い方々によって本当にいろ

んなことが行われている。ここでもこういうシ

ンポジウムがあった。ここでもこういうセミ

ナーがあった。ここでもこういうイベントをや

っているということが市内随所で展開されてお

ります。そのようなことがしっかりと把握され、

カウントされているのかという部分も、私なり

にももう少し厳しいきちんとしたカウントの仕

方というものを考えなければならないんじゃな

いのかなと。 

 入り込み数の、これは言い方を間違えちゃえ

ば言い訳みたいになってしまいますけれども、

入り込み数の実績の捉え方にもう少しきちんと

した確実性を持たなければならないのかなとい
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うような部分。いや、だからといってそれをや

みくもに増やせばいいというものじゃありませ

んが、そういうことじゃないんですけれども、

その辺のしっかりしたカウントの仕方。どうも

乖離ということになると、随分いろんなことを

やっているのに何で増えないのかなということ

も感じてしまうときもあるということを踏まえ

て、しっかり検証しなきゃならないんじゃない

のかなということを、しかし、それをもって10

万人の目標数値が５万人でもっていいわけにな

るということではない。これは現実を捉えなが

ら、しかし、捉え方というものについて、特に

いろんな若い方々も含め、様々な方々がいろん

な活動をしておりますから、それをしっかりと

捉えながら、それに弾みをつけるというそのよ

うな活動がより大事ではないのかなというよう

なところの私なりの認識を申し上げているとこ

ろでございますので、ひとつ御理解を頂ければ

と思っております。 

 また一方、ハード事業としていろいろありま

した。この前にも質問がありました。80億円ほ

どの一つの整備を行ってきているのではないだ

ろうかなということでございますけれども、い

ろいろ名前を、施設名を挙げて申し上げておっ

たわけでございますけれども、いずれもこれは

市単独経費で行っているわけじゃなくして、い

うところの国の社会資本総合整備交付金の活用

であるとか、これはなかなか交付率が今は４割

程度にとどまっているところでございますけれ

ども、なかなか財源が潤沢に手当てされている

というわけじゃございませんけれども、可能な

限りそのような国費導入、あるいは民間資金の

導入といったものにもいきながら財源確保に努

力をしているということも背景にあるというこ

ともひとつ御理解を頂ければと申し上げまして、

ただいまの御質問に対するお答えとさせていた

だきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今の市長の御答弁

では、国の有利な財源を生かしながら建物を造

ってきたとか、あるいはいろんなイベントを開

催してきました。厳しい検証も行ってまいりま

した。それはそのとおりでしょう。分かります

よ。 

 ただ、私の質問はそういうことじゃないんで

す。検証した結果、どのような原因だったんで

すか。その原因を私は伺っているんです。その

辺を間違えないでお答えいただきたいと思いま

す。 

 市長は、昨年度の御説明で、観光推進体制を

強化して成長を生み出せるような仕組みへの転

換が必要であるということで、遠野市観光推進

協議会を発足して専任担当も配置してきたとこ

ろであります。この件につきましては、御承知

のように、議会内でも喧々諤々の議論が交わさ

れてきました。その結果、こういう配置になっ

たわけですが、ここまでてこ入れしても観光客

が増えてこない。何か根本的な原因があるんで

す。ですから、その原因を究明しないことには

改善策も講じられない。これは仕事をする上で

の基本中の基本です、私に言わせれば。ぜひ原

因についてもう一度お答えください。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど御答弁で申し上

げましたとおり、その現実を見ながら、それぞ

れ例えば観光振興に当たりましても様々なス

テージづくりという部分の中で取り組んでいる

わけでございますので、根本という部分を踏ま

えても、これは申し上げますけれども、言葉と

しては誤解を招くかもしれません。佐々木議員

はいつも言葉をつかまえていつも言ってくるわ

けでございますからそれに乗るわけにはいきま

せんけれども、言い訳になるかもしれませんけ

れども、決め手というのはないわけであります。 

 観光振興というものについては、いろんな切

り口の中で様々取り組んでいく。あらゆる角度

の中からこういうこともやってみよう、こうい

うこともやってこういう発信をしてみようとい

うところに一つの誘客というもの、あるいは目

標数値をクリアできるといったような、あるい
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はそれに近づくということがその中の活動にな

ってくるわけでございますから、もちろん、だ

からといってその原因なり要因なり、あるいは

なぜこういう一つの乖離が出たのかということ

について、それを避けて通るという意味ではご

ざいません。それにはしっかりと向き合わなき

ゃならない。やっぱりそうだったんだなという

ことを踏まえなきゃならないという部分は、今、

それぞれの市もそうでございますけれども、関

係団体等もそのことをしっかり踏まえながら、

観光推進協議会なども新たな一つの体制に持ち

込みながら、全くの民間感覚を大事にしながら

やっていこうというそのような方向にもなって

きてございます。 

 しかし、それは一方においては、市もそれを

タッグを組みながら、まさに官民一体となった

中における一つの大きなインパクトのある一つ

の取組を行おうということに今は進めているわ

けでございますので、ぜひ応援をしてもらいた

いというように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  私自身、大分厳し

い口調で問いただせていただきましたけれども、

確かに市長御自身がもがき苦しんでいるような

姿も想像できます。また、外的な外部の要因も

いろいろあるでしょうから難しい面もあるかも

しれませんが、市民とすれば観光客に来ていた

だかなければ活性化、あるいは地域の経済、こ

れにも大きく影響してきますので、今後もより

一層頑張っていただきたいと思います。 

 次に、多くの財源を投入して造られた建物で

あるにもかかわらず、十分に活用されていない

物件が見受けられます。例えば、中心市街地の

施設や中学校の統廃合によって使われなくなっ

た校舎です。一例を御紹介しながら伺います。 

 旧ＪＡビルのまちおこしセンターについてで

すが、この整備目的は、「中心市街地活性化推

進の進行管理及び遠野市全体の産業の活性化と

賑わい創出を図るための連携拠点」という大き

な構想でした。そして、建物整備には３億円以

上の予算を投入してまいりました。 

 現状はいかがでしょうか。２階部分は商工会

さんで利用しているものの、１階部分は長年に

わたって使われておりません。また、３階部分

の会議室利用率も低調なようであります。それ

でも維持管理費だけは間違いなく毎年負担しな

ければなりません。これこそ税金の無駄遣いで

はないでしょうか。一刻も早く有効な活用策を

講じることが当市の一丁目一番地ではないでし

ょうか。市長の御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これはいつも佐々木議

員との議論の中に出てくる一つの認識の違いと

いうことになるというように思っておりますけ

れども、電気代が無駄ではないかというような、

そのような認識の中で１階のあすもあの利活用

の話が出ました。それだけではない。あすもあ

といったものをどのように捉えながら、これを

どのように次のまちづくりのシンボルに持って

いくのか。あるいは求心力のある施設に持って

いくのかということについて、いろいろ様々い

ろんな利活用の在り方について手をこまねてい

るわけではないということをまずもって申し上

げておきたいというように思っております。 

 遠野市まちおこしセンター（あすもあ遠野）、

平成27年２月の遠野のまちづくりを考える市民

ワークショップの提言書でもちまして、高校生

などの待合場所等の意見も提出されまして、あ

すもあ遠野の１階の用途を市民や観光客が利用

できるスペースとして活用するため、市の産業

部、当時がね、あすもあ遠野から本庁舎へ移転

をしたというそのような経緯があります。これ

は御案内のとおりだというように思っておりま

す。 

 そして、今年度は、新型コロナウイルス感染

症対策といたしまして、臨時的に、臨時的であ

りましたけれども、商工労働ワンストップ窓口

を設置いたしまして、遠野商工会と連携をしな

がら、持続化給付金などをはじめとする各種施

策の一つの相談窓口にあすもあ１階を位置づけ
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たというそのような形で対応もいたしました。 

 今、平成27年２月のワークショップの提言書

の話を申し上げて、それから今、今年度、新型

コロナウイルス感染症の一つのワンストップの

窓口ということも話をいたしました。 

 もともとあすもあ１階の、特に１階、２階は

商工会、３階はいろんな会議室によって極めて

利用率が高いということでありますけれども、

特に御質問の趣旨は１階の活用策のことではな

いのかなというように捉えているところでござ

いますので、あすもあ１階の活用策につきまし

ては、実は平成30年６月12日でありますけれど

も、ＪＲ盛岡支社、キリン株式会社、遠野市の

中で三者で提携いたしました遠野エリアの活性

化に関する連携協定というものを締結いたしま

した。繰り返します。ＪＲ盛岡支社とキリン

ビールと遠野市の中で三者連携を、連携協定を

締結したと。そして、ＪＲとの協議の中で、Ｊ

Ｒグループ会社による飲食あるいは物販の整備

について提案を受けたということがあるわけで

ございます。これは非常にいい形であそこの１

階フロアがそのような一つの流れで利活用して

もらえるだろうなということになったわけでご

ざいますけれども、改修、あるいは改修に当た

りましては、ＪＲグループが会社負担をすると。

地元食材にこだわったメニューとするという中

でいろいろ相談、協議が始まったわけでござい

ますけれども、新型コロナウイルス感染症問題

等におきまして、これが今、何といいますか、

立ち止まっているというような状況にあるわけ

でございまして、この辺の一つの１階の利活用

につきましては、こういう一つの切り口の中で

中心市街地の活性化といった部分の中の一つの

大きな求心力のあるプロジェクトに持ち込むと

いうことも可能性としては残っているわけでご

ざいますから、そのようなことを踏まえながら、

それぞれ誠意のある話合いをしてまいりたいと

いうように思っております。 

 いずれなかなか新型コロナウイルス感染症問

題が大きく観光振興等にも影響を与えておりま

すけれども、いつまでもそれが影響ということ

にはならないだろう。必ずアフターコロナとい

う問題の中で向き合わなきゃならないとなるか

というように思っておりますので、この協議を、

あるいはこの協定に基づく協議を誠意を持って

これからもしっかりと向き合って一つの展望を

見いだしたいというようにも考えているところ

でございますから、ひとつ御理解を頂き、また、

これをまたひとつ後押しをしていただければと

いうことをお願い申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  原因はコロナ云々

の御答弁がありました。私は全く違うと思いま

す。と言いますのは、今、ＪＲさん、キリンさ

ん、当市、三者連携のお話が出てきました。こ

れは相当以前に議会でも御紹介いただきました。

あれからどれぐらいの月日がたっているんです

か。私はこれが実現しないのは別なところに理

由があるからだというふうに考えています。こ

れ以上は追及しませんが、いずれそれこそここ

は本会議場ですから真実だけをしっかりと述べ

ていただきたいと思います。とにかく一日も早

く活用策を見いだしていただきたいと思います。 

 さらに、税金の大きな無駄遣い案件について

伺います。 

 平成28年３月に遠野市公共施設等総合管理計

画を作成しております。 

 内容は、公共施設の現状を把握して、適正な

規模と在り方を見直すことにより、施設の更新

や統廃合、長寿命化などを計画的に行うという

ものです。 

 その背景は、社会情勢の変化や人口減少に伴

う利用需要の変化に加え、約４割もの施設が築

30年を超えて維持管理や改修、更新などに多額

の費用が見込まれるということです。 

 また、財政面においても、地方交付税の大幅

な減少が見込まれる中で、少子高齢化の進行に

伴う社会保障関連経費や施設の維持管理費など

が増加しているというものでありました。 

 この対策として、今後10年間、この期間は平

成29年から令和７年度までですが、この中で29
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4施設のうち57施設を譲渡や解体するという計

画でありました。 

 そこで伺います。その後の進捗状況、全く見

えませんが、どのようになっているでしょうか。

市民にも公表されておりません。計画どおりに

進んでいるかどうかについて伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  公共施設管理計画に基

づく状況はということでのお尋ねでありました。 

 この中で57施設を解体あるいは譲渡するとい

う数字を示していたわけでございますけれども、

57施設のうち、平成29年度から令和２年度まで

の前期計画期間中に供用廃止あるいは解体を予

定していた施設は15施設であります。 

 前期計画期間中、供用廃止・解体した施設は

６施設となっておりまして、その他の施設は計

画を見直ししながら順次供用廃止なり解体をし

ていくという方針の中で取り組んでいるところ

でございますので、なかなか計画どおりにうま

くいっていないということは、これは一つの現

実でございますけれども、これは諦めずにしっ

かりとした課題として向き合いながら対応して

まいりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市内には、老朽化

が著しくて将来的に利用見込みのない施設が至

るところに見受けられております。 

 地域の安全・安心と景観保全、あるいは無駄

な維持管理費、これをなくすためにさらなる検

証と早急の対応策、求められると思いますが、

この辺について御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの公共施設の

管理計画の一つの数字を申し上げたところであ

りますけれども、これは非常に数が多いという

ことになっておりますから、これは解体も費用

がかかるわけでございますし、譲渡といっても

相手があるわけでございますから、その辺もし

っかりと、繰り返しになりますし、また、極め

て抽象的な一つの答弁になるかというように思

っておりますけれども、譲渡する場合において

も交渉相手、あるいは、さらに解体する場合に

おいても費用対効果ということもよく考えなが

ら、例えば解体した場合にその跡地をどのよう

に、更地をどのように持っていくのかというこ

ともある程度見据えながら、公共施設管理計画

といったようなものの極めて、何と申しますか、

着実なと言っていいのか、あるいはしっかりと

したと言ったらいいのか、その辺のかじ取りは

極めて難しいんじゃないのかなと思っておりま

すけれども、私自身もしっかりと向き合いなが

ら、この施設管理計画に基づく一つの数字確保

といったものに全力を挙げて取り組んでまいり

たいというような決意を申し上げて答弁といた

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  次に、当市の主要

三基金、いわゆる一般家庭でいえば貯金に当た

るわけですが、このことについて検証してみた

いと思います。 

 この主要三基金とは、財政調整基金、市債管

理基金、公共施設等整備基金の３つの基金のこ

とですが、第三次健全５カ年計画の中で、年度

末残高を目標額に定めて執行しているところで

す。残念ながら、この残高は毎年減り続けまし

て、最終年度である今年度末の残高目標額24.6

億円に対しまして見込額は18.6億円と、実に６

億円も不足することになっております。基金残

高がここまで減ってしまった原因はどこにある

のかについて伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これは一つの健全財政

運営の視点に立った場合においても、極めて大

事な一つの数字として捉えなきゃならないんじ

ゃないのかなと思っております。 

 第三次健全財政５カ年計画の実行期間が平成

28年度から令和２年度まで、今年度が最終年度、
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５年間ということで、これまで災害や社会情勢

の変化などで様々な要因があって一つの健全財

政５カ年計画という中で財政運営を行ってきて

いるというような状況にあることは御案内のと

おりであります。 

 平成28年８月31日のとなれば、例の先ほど

佐々木僚平議員から岩泉町の福祉施設の災害の

話が出ましたけれども、台風10号の襲来した一

つの豪雨災害、遠野市も大きな被害を受けまし

た。 

 その中におきまして、健全財政５カ年計画で

は想定外の大きな災害がそのようにあったとい

うことも一つの背景にあるわけであります。 

 また、東北横断自動車道釜石秋田線の全線開

通に始まりまして、東京2020オリンピック・パ

ラリンピックの競技会におけるブラジルのホス

トタウンの登録、あるいはラグビーワールドカ

ップの2019日本大会における釜石市でのいろん

な試合の開催を一つのチャンスと捉えながら、

会場整備や観光振興に係る事業に取り組んでき

たというそのような背景もあります。 

 さらには、少子高齢化、あるいは一つの社会

問題となっているわけでございますけれども、

誰でもがいつでもが地域の一つの担い手として

活躍できるようなヘルスケアプロジェクトにも

取り組みながら、いうところの一つの健康づく

りといったものにも取り組みながら対応してま

いりました。 

 将来的な地方交付金の交付税の減額等に対応

するための医療費等の軽減にもつながるという

ようなことにも取り組んでまいりました。地域

づくり、人づくり、あるいは健康づくりという

ものにも取り組んでまいりました。子育て支援、

副食費も手当てをするというような、そのよう

な一つの様々な対応をしてきたわけでございま

して、これなどにつきましても、財源というこ

とになりますと、基金の有効運用というところ

に財源を見いだすということになるわけでござ

いますので、減少した、ためていったというの

ではなくて減少したという部分にあっても、そ

の減少したことがそれぞれの市政課題のタイミ

ングを失しないようなところに有効に活用され

てきたという部分も一つの背景にあるというこ

とも十分踏まえて、要するにそのために基金が

あるわけでございますから、そのような運営を

行ってきたという一つの認識に立って、減少し

たではないかじゃなくして、そのような運用と

いう部分の中で財政のやりくりを行っている一

つのそれが基金であるんだということもひとつ

御理解を頂きながら、減ったのではないか。減

ったのではないな。減ったのではなくて、それ

を市民のために、安心・安全のために、あるい

は快適な生活のためにという部分の中に、それ

こそタイミングを失しないような中で財源手当

てをしてきたものに、その基金という財源があ

ったんだということも一つしっかりと理解を頂

きながらこの数字を見ていただければというこ

とをお願い申し上げたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長の今の御答弁

で、財源のやりくりの大変さ、努力、その姿勢

はよく分かりました。 

 次の質問ですが、特に財政調整基金を積み立

てる目的というのは、経済不況等に伴う税収減

による収入不足や災害発生時の復旧に向けた多

額の経費発生など、不測の事態に備えて積み立

てておくものと承知しております。 

 最近は、全国至るところで豪雨による土砂災

害や河川の氾濫により甚大な被害が発生してお

ります。また、今現在は、新型コロナウイルス

感染症対策も大きな課題として突きつけられて

おります。 

 そこで伺います。健全財政５カ年計画で定め

られた積立金の目標額が大幅に取り崩されてい

る現状で、非常時の対応は万全であると言える

でしょうか。市長の御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  非常時対応については

本当に大丈夫かという、そのような視点に立っ

た御質問だというように思っております。 



－ 86 － 

 ちなみに、平成28年度の台風10号におきまし

ては、復旧対策費といたしまして約４億3,100

万円ほどの基金の取崩しを行ったという、その

ようなまさに非常時災害の場合における一つの

基金運用ということがあるわけでございます。 

 今般の新型コロナウイルス感染症問題も、こ

の部分におきましては、感染予防防止対策とい

うことにつきまして、例えば、これはそれぞれ

の市町村がしっかりやってくださいよというこ

とになれば、持っておった基金を活用しながら

市民の命・健康を守らなきゃならないというこ

とに当然なるわけでございますけれども、幸い

と申しますか、国が地方創生臨時交付金という

ところの手当てをしていただきまして、遠野市

にも約６億円近いそのような交付金が手当てさ

れたことに伴いまして、いうところの感染予防

防止対策と社会経済対策を両立させながらとい

う部分の財源を確保しながら、まさにタイミン

グを失しないような施策を講じることができた

ということになるわけでございますけれども、

非常時という部分における台風被害をはじめと

する自然災害は、いつどのような形で押し寄せ

てくるかはなかなか分からない。それにはちゃ

んと備えなければならない。そのためにはある

一定のそのような財源も持っていなきゃならな

いということは言うまでもなく当然なわけであ

ります。 

 いうところの財政調整基金というのは一般的

に、あくまでも一般的であります。一般的であ

ります。標準財政規模ということになった場合

においては、当市の場合は105億円ほどという

ことの数字の中で捉えるわけでございますけれ

ども、その10％は、10％程度は保有しなければ

ならない。保有することで緊急時の対応が可能

だというそのような一つの捉え方をしているわ

けでありまして、当市の標準財政規模からすれ

ば、財政調整基金残高を10億円程度程度の保有

をもってすれば、いうところの平成28年度の台

風10号のような非常災害においても何とか持ち

こたえることができるんではないのかなという

ように思っては、そのような数字としては捉え

ているわけでございますけども、やはり今の台

風被害をはじめとする自然災害はとんでもない

被害を起こすわけでございますので、それをも

ってよしとするわけにはいかない。したがって、

やっぱりこの基金といったものをどのように捉

えながら、その運用幅を運用というものの中の

一つについては、このような一つの一般的な標

準基準があるからそれでもってよしじゃなくし

て、やっぱり遠野市としてどの程度のものを保

有しながら対応していかなきゃならないかとい

うことについては、今、次の後期計画に基づき

まして、次の健全財政５カ年計画を策定中であ

りますので、そのようなときに今のような御質

問の趣旨等も踏まえながら、より緊張感のある

数字確保の中に、いうところのやりくりという

ことになってくると思いますけども、そのよう

な対応をきちんと整合性を図るような数字とし

て確保できるように対応してまいりたいという

ように考えているところでございますから、御

了解いただきたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今の御答弁、意外

な内容でした。御答弁では、当市の財政規模か

らいって、この財政調整基金は10億円ぐらいあ

ればいいよという御答弁だったと思います。 

 今の積立見込額は14.4億、今持っているわけ

ですから、4.4億上回っている、余裕があると

いうふうに判断できると思います。もし、それ

が事実であれば、今、市内ではコロナ感染対策

の関連で経済的に大分疲弊しておりまして、企

業もかなり苦しんでおります。ぜひ、新聞報道

なんかによりますと、よその自治体では自主財

源を用いて自主的な施策を施しております。ぜ

ひ、遠野にもこのように財政的な余裕があると

いうのであれば、コロナ対策にこの原資をもっ

ともっと使うべきだと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  基金の運用の問題も含
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めまして、より弾力的な対応の健全財政を維持

していかなきゃならないということはもちろん

そうなわけでございますから、各数値といった

ような示された各数値といったようなものをし

っかりと真正面から受け止めながら、さらなる

緊張感を持った財政運営に取り組んでまいりた

いというふうに考えているところでございます

から、よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  健全財政５カ年計

画の内容と、先ほどの市長の御答弁内容が食い

違っておりましたので、私はあのような質問を

させていただきました。財政状況が厳しい中で、

新しい建物の計画が次から次へと出てくること

に対して不安を覚えております。 

 その一つ、ＪＲ遠野駅舎の今後の在り方につ

いて伺います。 

 既に、当局から示されている内容は、現駅舎

を解体し、遠野市とＪＲ双方が合築方式により

建て替えるということです。また、新しい駅舎

として２案が示されております。Ａ案は宿泊機

能を伴う商業施設、Ｂ案はオフィス機能を有す

る公共施設というものです。 

 疑問なのは、財政状況が厳しい下で財源を要

する合築方式の駅舎は本当に必要でしょうか。

市民一人ひとりは必要性を感じておられるでし

ょうか。一部の市民の意見だけに偏っていない

でしょうか。 

 また、これまでのように高額な費用を投じて

建設したはいいものの、波及効果はなかったと

いうことでは済まされないと思います。ここは

一度しっかりと立ち止まっていただいて、これ

は本当に必要なものなのか、期待できる効果は

何なのか、建設費と維持管理費はどれくらいか

かるのか、あるいは、財政に与える影響はどの

程度なのかなどなどについて、再検証した上で

判断すべきと考えますが、市長のお考えを伺い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  財政運営に絡み、ＪＲ

遠野駅の一つの問題につきまして、今、触れら

れておりました。一部の人の意見というような

発言もありました。駅舎の未来を考える会の構

成メンバーを佐々木議員はその名簿を見たこと

はあるでしょうか。 

 それをもって一部ということを言えるでしょ

うか。やはりその辺をしっかりと踏まえた上で

の御質問をいただければというように思ってい

るところであります。 

 一部の人の意見を聞くということになってし

まうと、本当に市の市政運営として公平、公正

といったものを旨とする私の立場とすれば、非

常に、まさに心苦しい言葉として受け止めざる

を得ないということになっているわけでござい

ます。多くの方々がそれに参画をしながら合意

形成を丁寧に進めながら進めているということ

でございますけども、大きなプロジェクトであ

りますから、簡単には、はい、そうですか、分

かりました、じゃあ建てましょうというわけに

はいかないというところに、この問題の難しさ

もあるということも、一つ背景として御理解を

いただければというように思っております。 

 遠野駅舎の基本計画調査結果については、宿

泊、入浴施設機能を基本とした民間投資による

合築というＡ案と、それから、公共施設を中心

とした合築であるＢ案について、昨年10月に報

告書が遠野市に提出されているところでありま

す。これは、議員各位にもお示しを申し上げて

いるところでございますけども、この調査結果

を受けまして、これは慎重にしなければならな

いということは、冒頭申し上げたとおりであり

ます。 

 現在、ＪＲ東日本盛岡支社におきまして、工

期の短縮、あるいは費用の圧縮、それについて

様々精査を行っている、またそれ以上にやっぱ

り遠野のまちづくりのために、どのような一つ

の機能をしっかり持たせるのかということにつ

いては、またなお一層検討しなきゃならない。

文字どおり一部の人の意見を聞いて進めるわけ

にいかないわけでございますから、広く市民合
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意を得なければならないという部分は言うまで

もなく当然でありますので、そのような中にお

ける一つの途中経過にあるという一つの理解を

していただければというように思っております。 

 ＪＲ東日本盛岡支社には、工期の短縮及び費

用の圧縮の検討だけではなく、それだけではな

いと、施設の運営方法や事業の可能性調査、い

ろいろな事業を展開するとなれば、その可能性

調査もしっかりしなきゃなりません。それこそ、

大きなプロジェクトでございますから、しっか

りとしなきゃならない。 

 そしてまた、これはいつも佐々木議員からそ

のようなお尋ね、採算性という問題もしっかり

踏まえなければならない、そのようなあらゆる

要素の中からこのプロジェクトに向き合わなき

ゃならない。簡単には結論はなかなか出せない

んではないのかなというように思っておりまし

て、そのような一つの基礎データ、あるいは一

つの検討結果ということを踏まえながら、遠野

市としてどう向き合うのか、財政上はどうなの

かというようなことも当然その中にはあるわけ

でございますから、そのようないうところの必

要性と効果、あるいは財政面での影響、これも

再検証をした上で判断しなければならないとい

うことになろうかというように思っております

ので、ありきではないというところの、そのあ

りきではないということは、やっぱり遠野駅舎

建物そのものはもう駄目だということを言われ

ているわけでございますから、やっぱりそれを

踏まえた上で、じゃあどうすればいいかという

ことの最善の道を、やっぱり今申し上げたよう

なことを経過を踏まえながらやっぱり判断して

いかなきゃならないということになろうかと思

っておりますので、ＪＲ東日本盛岡支社の検討

しております事業可能性調査の結果に基づく協

議といったものを広く市民の皆様と協議をしな

がら、その都度、一つの判断をしていかなきゃ

ならない、一つの重要、大きな市政課題ではな

いのかなというようには認識をしておりますか

ら、だから、もう進むんだと、だから経過はど

うなんだ、数字はどうなんだ、どういうような

採算性が取れるのかというようなところまでは

いっていないというところの一つの現状にある

ということを踏まえて、答弁とさせていただけ

ればと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  ただいま市長は、

私の言葉尻を捉えて指摘がありましたけども、

私が言いたかったのは、何も一部の市民の意見

だけにとらわれているんじゃないかという話を

しているわけじゃないんです。私の言いたかっ

たことは、意見だけに偏っていないでしょうか

という質問なんです。できるだけ多くの市民の

意見を取り入れる必要があるんじゃないかとい

う提言なんです。ですから、変に取らないでい

ただいて、私の答弁に真正面からお答えいただ

きたいと思います。 

 今の御答弁は、今後も検討には検討を重ねて、

前に進めてまいりたいという御答弁でしたので、

これぐらいにしまして次の質問に入ります。 

 次に、増築が計画されている東日本大震災の

後方支援資料館について伺います。 

 御説明では、現在のプレハブ資料館を存続し、

隣地に増築するということでした。また、この

事業費は約2,450万円ということです。これは、

どのような理由からこの結論に至ったのか、市

民にもお分かりいただけるように御答弁願いま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  あの忘れられない、忘

れてはならない東日本大震災から来年の３月11

日が参りますと、ちょうど10年という一つの大

きな節目を迎えます。その中におきましては、

風化という言葉も現実味を帯びてきているとい

う状況の中にありまして、この大災害を次世代

にしっかりとつないでいくということが、我々

に課せられた大きな義務であり責務ではないの

かなというように思っておりまして、そのよう

なことを踏まえれば、この東日本大震災で一つ

の後方支援という一つの取組を市民一丸で行っ
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たという部分の一つの取組、あるいはその教訓、

そしてまたいろんな市町村同士が水平連携とい

う中で、お互い持ちつ持たれつの関係で対応す

るということのその重要性といったようなもの

をやっぱりしっかりとつないでいかなきゃなら

ないんじゃないのかなというのが、後方支援資

料館の一つの役割ではないのかなというように

思っております。 

 そういった中におきまして、この６月に東日

本大震災10年後方支援活動伝承懇談会を立ち上

げました。10名を超えるメンバーの方々、消防

団、あるいは行政区長さん、あるいは自治会活

動の方々、また当時、後方支援活動に携わった

多くの方々にも参画をいただき、次世代という

ことになれば、若い方々にも参加をいただきな

がら、この防災につきまして我が県の第一人者

であります岩手大学の名誉教授の齋藤徳美名誉

教授に座長をお願いいたしまして、都合５回に

わたりまして、いろいろ懇談会を行って資料館

の在り方につきまして議論をいただいたと。そ

のためには、釜石なり、あるいは陸前高田の津

波伝承館等も視察をしながら、それと連携を図

るためにはどういうやり方がいいだろうかとい

うことについても、幅広く議論をいただいたの

が、先般、提出いただいた報告書でありまして、

この報告書の中におきましては、やはり今の運

動公園、あるいは総合防災センターのあるあそ

こに隣接した場所が適当ではないだろうかとい

うような報告書もいただいているところでござ

いますので、その方向で後世にしっかりとつな

いでいくというそのような一つの資料保存館と

申しますか、資料館を整備をしてまいりたいと

いうように考えているところでございますので、

御了解いただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午前11時57分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き、一般質問を行います。17番佐々木

大三郎君の質問からであります。 

 17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  午前中の御答弁で、

資料館の必要性については理解できました。た

だ、隣地にプレハブ棟を増築することには疑問

ですので、伺ってまいります。 

 既存のプレハブ棟は隣地の駐車場スペースの

関係から、増設面積に制限があり、手狭状態の

解消は困難であると思われます。したがって、

新型コロナウイルス感染症対策として指摘され

ている三密の解消、いわゆる密閉、密集、密接

ですが、これを担保できるのかどうか懸念され

ます。 

 また、市内には空きスペースを有する建物を

多く抱えております。さらに、増設費用と建物

の維持管理費等を考慮した場合、既存の空き施

設の活用を検討すべきと考えますが、御見解を

伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  後方支援資料館の一つ

の在り方につきまして、午前中の質問の中でも

お答えを申し上げました。 

 広く関係者の方々に集まっていただきまして、

５回にわたる懇談会の中で一定の報告書をまと

めていただいたという経過があるわけでありま

す。今、三密のお話が出ましたけども、現在、

後方支援資料館は入場の目安を10人までといた

しまして、いうところの密にならないように配

慮をしながら一般公開をしているというそのよ

うな状況であります。 

 それからまた、様々な在り方につきまして、

幅広く議論をいただきまして、旧中学校校舎、

あるいは旧遠野商工会、あるいはあすもあ、先

ほどありましたあすもあ遠野の活用も含めなが

ら、空き施設を資料館として活用できるかどう

かも幅広く検討をいただきました。 

 その中におきまして、資料館を存続させ、

様々な教訓を次世代にという中にありましては、
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東日本大震災で後方支援拠点という中になりま

して、自衛隊、消防隊、あるいは警察隊、医療

隊、様々な方々が集結をし、野営基地になった

遠野運動公園、さらには遠野市の広域的な面で

も防災の拠点、司令塔としての役割を担ってお

ります遠野市総合防災センターのある現在の場

所に、官民一体で取り組んだ東日本大震災の教

訓をしっかりと次の世代に形として持ち込むた

めには、この３施設が、いうところの運動公園

と総合防災施設と、それから今の資料館とこの

３つがしっかりセットになって残すことに意味

があるのではないのかなという結論になりまし

て、報告書がまとめられたという経緯でござい

ますので、一つ御理解をいただければと思って

おります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  別な視点で伺って

まいります。 

 この資料館は当初計画では仮設ということで

したので、プレハブ棟のリース物件で運用して

いるところであります。そして、この設置には、

当初費用として2,200万円を投じております。

また、年間で170万円のリース料を支払ってき

ました。今となって考えるに、当初から常設に

すべきであったと計画の甘さを私自身反省して

いるところであります。 

 今回、常設に変更するということですが、こ

れ、あくまでも世間一般的な話ですが、資料館

とか記念館といった類いの施設は、見学者に楽

しみと安らぎとくつろぎ、こういった快適な環

境の下で閲覧していただく施設が望ましいとい

うふうに私は思っています。 

 したがって、この環境を満足するには、やは

り木造で広い空間を有する旧中学校、例えば上

郷中学校のようなところ、この校舎が最適と思

われますが、お考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  東日本大震災から10年

という中で、後方支援資料館という一つのくく

りの中で資料館というものを位置づけたわけで

ございますけども、今申し上げましたとおり、

展示内容等につきましては、常に幅広く考えな

がら、やはり展示内容を更新するという一つの

取組も行っていかなければならないわけであり

ますし、過去の遠野市の災害資料等といったよ

うなもの、戦後間もないアイオン台風なりカス

リーン台風なり、そのような、あるいは56水害

などもまだ記憶に新しいわけでございますから、

そのような一つを踏まえながら、総合的な資料

館という中で進化させていくということももち

ろん選択肢の一つとして位置づけなければなら

ないかというように考えているところでござい

ますから、取りあえず震災10年に向けての後方

支援資料館という一つの議論としてまとめたわ

けでございますけども、常にそのものをどのよ

うに、言うなれば内容を充実させていくかとい

うことについては、一つの検討課題として考え

なければならないんじゃないのかなというよう

に思っているところでございますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  私の質問内容は、

常設ということであれば、プレハブよりも木造

のほうがよろしいんじゃないですかということ

でしたが、もう一度お答え願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  いずれ常設という一つ

の形のほうにはもちろん位置づけることがいい

わけでございますけども、限られた財源の中で

どのような中でとなれば、先ほど言いましたと

おり空き施設を利活用するという方法もあるわ

けでございますけども、その部分についてはも

っと幅広く検討していかなきゃならないと。し

かし、震災10年という一つの節目が来るんで、

それに向き合うためにという中で、今回、一定

の方向性を出したということであります。 

 なお、いろんなこの部分につきましては、昨

日でありましたけども、本会議の一般質問中で
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ありましたから私は対応できませんでしたけど

も、復興庁の政務官も昨日、後方支援資料館を

視察に訪れ、副市長に対応していただきました

けども、そのような中でいろんな関係機関、あ

るいは様々な国、県とのいろんな連携の中から、

今、申し上げましたとおりしっかりとした拠点

性のある一つの資料館として位置づけるという

選択肢は常に持ち続けなければならないかとい

うように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  どうも議論がかみ

合いませんが、ちょっと時間の関係があります

ので、次に進みます。 

 また別の視点からの質問ですけども、東日本

大震災の後方支援に関わる資料展示だけにこだ

わらずに、現在、防災センター内には、展示さ

れている昔の消防機器とかパネル類の展示、あ

るいは、過去の地震や台風などによる被災状況

を記した書類や写真類の展示、さらには戦没者

の遺品類などを１カ所の広いところに集めて展

示することの効果と重要性についても再検討の

必要があると思いますが、この件についてはい

かがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほどの答弁の繰り返

しになりますけども、やはり今申し上げました

とおり、幅広い視点に立ってのそのような災害

の教訓を次世代にということになれば、東日本

大震災だけじゃなくて、過去にもいろんな災害

があっただろうということを踏まえると、今お

話がありましたとおり、戦後もう既に75年、遺

族の方々も高齢化という一つの大きな波になり

まして、戦没者のいろんな遺品等についても、

やはりしっかりと継承していかなきゃならない

というようなそのような時代に来ているわけで

ございますから、平和祈念館といったようなも

のを一つ造れないかという話の中でいろいろ検

討しておりまして、今、宮守総合支所の２階の

ほうに、遺族の方々の遺品の一部がその中に集

まっておりますけども、集まっているというよ

りも、その中に展示をされておりますけども、

そのようなことも踏まえながら、やはり広い視

野に基づいて災害、あるいは戦争といったよう

なああいう一つの大きな教訓といったものをや

っぱり次世代にという部分の中に、拠点性のあ

るものはやっぱり一つの視野に入れながら検討

していかなきゃならない。先ほどの答弁と重複

いたしますけども、そのように認識をいたして

いるところでございますので、よろしく御理解

をいただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今後検討していか

なくちゃならないではまずいと思いますので、

この件は委員会のほうでまた質問をさせていた

だきます。 

 次に、箱物よりも地域住民の暮らしと命に関

わる事業に予算をもっと配分すべきだという思

いで、１点確認させていただきます。 

 内容は、生活に身近な道づくりと生活に身近

な水路整備事業についてです。 

 これは、市民生活の利便性向上と安心、安全

を確保することを目的に、平成15年度からス

タートし、現在は５期目に入っている市民期待

の事業であると承知しております。 

 しかし、この事業は予算不足という理由から、

当初計画どおりに進まず、毎年繰延べ状態が続

いております。また、市民からの新規要望は財

政難を理由に泣き寝入り状態に置かれているの

が現状であると承知しております。この状況に

ついては、市長もよくよく御存じのことと思い

ます。私は、早急に改善策を講ずべきと考えま

すが、御所見を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの生活に身近

な道路整備、あるいは生活に身近な水路整備の

一つの課題につきまして御質問がありました。 

 日常の生活道路の整備による生活基盤の充実

と安心、安全な地域社会形成に寄与している生
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活に身近な道づくり事業は、平成15年度に計画

を策定いたしまして、事業着手しておりまして、

現在、平成29年度から令和３年までを事業期間

とした第５期事業を実施中であります。進捗率

は約33％、路線数で見て33％という数字になっ

ております。 

 平成28年度から令和元年度までの４年間では、

繰越明許費を含め生活に身近な道づくり事業に

ついては約２億5,700万円、生活に身近な水路

整備事業については約8,000万円の事業を実施

してきているところであります。 

 事業の財源は、国の社会資本整備総合交付金、

あるいは起債、さらに一般財源といったものを

充てているわけでございますけども、主となる

国からの交付金は市の要望額に対しまして、国

の交付額の要望額と決定額の乖離が大きく、そ

の交付割合は５割から６割程度というところに

なっているところであります。 

 計画どおりに事業を推進するため、道路整備

に関する要望活動をこれからも強化するととも

に、令和２年３月に県内市町村では２番目とな

ります国土強靱化地域計画、これを策定いたし

ました。かなり集中的に作業を行って策定をす

ることができました。 

 計画を見える化することにより、優先採択と

そのような中に持ち込むことができたんではな

いのかなというように思っておりまして、国の

ほうからも、やはり計画が見える化されればそ

れに基づいて交付といったものは優先的に交付

するという方向になりますよということを言わ

れているところでございますので、こういう型

の計画を一つに基づきまして、安定的な財源の

確保のために、いうところの重点的配分が図ら

れるように今は取り組んでいるということも背

景にあるということをひとつ御理解をいただけ

ればと思っております。 

 生活に身近な道路及び水路の整備は、市民の

生活基盤の充実、安心、安全な地域社会に寄与

することから、現在、策定を進めている第２次

遠野市総合計画後期基本計画においても、主要

事業に位置づけながら取り組んでまいりたいと

いうように考えております。 

 日常の生活水路整備による生活基盤の充実、

安心、安全な地域社会に形成する生活に身近な

水路事業なども平成15年度に計画を策定後、事

業着手しておりまして、平成29年度から令和３

年度まで事業期間として第４期事業を実施中で

ありまして、現在の進捗率は約44％、これもそ

ういう状況になっているところであります。 

 なかなか、この社会資本総合整備交付金など

の枠がかなり厳しくなってきておりますので、

そういったような中におきまして、しっかりと

重点的に財源が確保できるように、これからも

さらに国への働きかけなども強めてまいりたい

というように考えておりまして、それを踏まえ

ながら市民の皆様の要望に応えるような生活に

身近な道路、あるいは生活に身近な水路整備事

業といったようなものを、少しでも計画どおり

に進めるような財源確保と、それから午前中も

いろいろ議論いたしましたけども、まさに財政

のやりくりの中から、やっぱり緊急度の高い、

優先度の高い道路、水路等につきましては、ま

さに基金活用なども視野に入れながら、やっぱ

りきちんとしたタイミングを失しないような道

路整備、水路整備等についてもさらに努力をし

ていかなきゃならないんじゃないのかな、国か

らの交付金が少なくなったから仕方がないんだ

とばっかり言っていられないだろうというよう

な部分の認識はありますけども、財政の部分と

あるいは緊急性、あるいは優先性といったもの

とどうバランスを取りながら計画を進めていく

のかということにつきまして、繰り返しの答弁

になりますけども、今度の後期計画の実施計画

の中においても、この計画の着実な推進のため

の一つの財源確保を含めての一つのきちんとし

た計画に持ち込みたいというふうに考えている

ところでございますので、ひとつ御理解をいた

だければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長おっしゃると

おり、限られた財源の中で優先順位をつけなが
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ら事業を行うということは大変なことだ、それ

はよく分かります。ただ、先ほどもあったよう

に、この事業は５期目ということで、最終年度

が来年度なわけなんですが、今現在で、御答弁

では進捗率33％でした。ということは、来年度

末までに当初計画したのは24路線ですけど、例

えば道路でいえば、道でいえば24路線なんです

が、半分の50％も私はいかないと思います。 

 市長も今認めておられるんですけども、これ

って、私は異常だと思うんです。まさに市民の、

特に地域のほうの過疎化、あるいは老人が多い

ところ、結構多いんです。やっぱり安心、安全

のためにもまずはここに優先的に予算をつける

べきだと思います。いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  まさに安心、安全、快

適な住環境というよりも居住環境を整備するた

めには、この基盤整備としてのインフラとして

の道路、水路等につきましては、繰り返しにな

りますけども、しっかりと地域のニーズを把握

しながらそれに対応していかなきゃならないか

と思っておりますので、計画を立てたから、あ

とはそれに基づいて、あとは財源の範囲内でや

っていけばいいんだというつもりではありませ

んので、その辺をどうメリハリをつけていくの

かということにつきましては、同じことの答弁

になりますけども、今進めている計画の中で、

さらにこの地域ニーズといったものをしっかり

把握をしながら、タイミングを失しない、その

ような予算の配分と計画の推進になお一層努力

をしてまいりたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  こだわるようで恐

縮ですが、地域ニーズが云々じゃないんですよ、

市長。地域は今すぐでもやってくださいという

強い要望なんです。これは担当課はよく分かっ

ていただいているんですけども、ぜひ前向きに

捉えて対応していただく必要があると思います。 

 私、不思議なのは、限られた予算の中という

ことでありますが、冒頭に話したように建物と

かふるさと公社にいっぱいお金をつぎ込んでい

るんです。例えば、今回だってふるさと公社、

商社に3,000万円出資、これは過疎債、借金か

ら持っていくということですが、あるいは、ふ

るさと公社には融資2,000万円、これは自主財

源を出すんです。私はどっちが優先かですよ。

ふるさと公社の必要も分かります。ただ、それ

以上に地域の安心、安全、体のことにかかって

いますのでこっちを優先的に考えてやっていた

だきたいということを強く申し上げて、この質

問は終わります。 

 ２点目の質問の企業誘致活動について伺いま

す。 

 まず、企業誘致活動全般にわたっての質問に

なりますが、担当部署はどこになっているでし

ょうか。また、どのような業種に的を絞って誘

致活動を行っているでしょうか。そして、企業

からはどのような感触、反応を得ているのかに

ついて伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この企業誘致という部

分におきましても、いろんな新型コロナウイル

ス感染症の問題等も含めながら、雇用の問題、

あるいは人材不足等の問題、労働力不足等の問

題等もありまして、しかし、一方においては少

子高齢化、人口減少というものに立ち向かうた

めには、やっぱりしっかりとした雇用の場を確

保しなければならないということは、もちろん

言うまでもないわけであります。 

 この企業誘致の担当は、産業部の商工労働課

が担当いたしております。地域の雇用創出を図

る観点から、投資効果の高い製造業の誘致のほ

かに、市内企業の設備投資などにも重点的に取

り組んでいるというそのような担当セクション

であります。 

 企業の今申し上げましたとおり、様々、商工

労働課のほうで対応しているわけでございます

けども、昨年６月に立地協定を締結いたしまし

た株式会社ビッグフィールドは、今月16日には
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事業所を開所するというそのような報告を受け

ております。 

 このビッグフィールドのプロジェクトは、釜

石自動車道を利活用し、釜石港を利用して、い

うところの海外のほうに製品を輸出するという

そのような中で、遠野で作られた自動車用部品

が海外へ輸出ルートがこの中で確立されるとい

う一つの象徴的なプロジェクトになるんではな

いのかなというように思っておりまして、横断

道整備、あるいは社会資本整備といったものは

一つのコスト効果として見いだすことができん

じゃないのかなというように思って、期待もい

たしているところであります。 

 製造業以外の業種といたしましては、株式会

社情報システム研究所が昨年でありますけども、

遠野市に事業所を開設したというような動きも

出てきておりますので、それぞれのそのような

動きをしっかりと受け止めながら雇用の場、あ

るいは定住人口の確保、さらにはそれにとって

少しでも人口定住の一つの歯止めといったもの

に、やっぱり限られた一つの条件の中ではあり

ますけども、遠野の優位性を生かしながらしっ

かりとこれにも向き合いながら、今の課題に向

き合ってまいりたいというように考えておりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  時間がなくなって

まいりましたので、早口で失礼します。 

 今の御答弁で、１社の事業所開所が決定した

ということであります。これは遠野市民にとっ

てはすばらしい朗報になるわけであります。こ

れまでの粘り強い誘致活動と努力に感謝と敬意

を表したいと思います。 

 次の質問ですが、広大な遠野東工業団地が整

備されて、市民の関心事は、どのような企業が

いつ頃立地されるのかをめぐって様々な憶測が

飛び交っております。市民に安心感と希望を与

える観点から、支障ない範囲内で立地見込みの

企業の現状と将来計画についてお知らせ願いま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問につ

きましては、昨年の６月も御質問を受けている

ところであります。 

 そういった中におきまして、立地交渉といっ

たものはもちろん相手企業があって、誠心誠意

交渉をしているわけでございますけども、かな

りいい感触を得ているという中で、だからこそ

あれだけのプロジェクトを進めたということに

もなるわけでございますけども、やっぱり相手

企業のそれぞれの事情もあるわけでございます

ので、詳しい一つの内容等については、答弁を

差し控えさせていただければということで御了

解いただければと思っております。 

 なお、この工業団地そのものの造成工事は年

度内に完了するという一つの見込みで進めてい

るところでありますので、しかるべき時期が参

りますと、しっかりと議会の皆様にも、あるい

は市民の皆様にも公表できるというようなその

ような中で、確実に手順を踏んで進めていると

ころでございますから、その点のことについて

御配慮をいただければということを申し上げま

して、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  改めて申し上げる

までもなく、企業誘致のメリットは雇用創出や

若者と子どもが増えることによる人口増加、地

域経済の活性化など計り知れない効果が期待さ

れます。 

 一方、今回の新型コロナウイルスの感染症拡

大は若い世代の人生設計に大きな影響を与えて

いるようです。それは、人口が集中する都市部

を中心に感染が深刻化し、都市部に住むリスク

が浮き彫りになってきていることから、テレ

ワークやオンライン会議の活用によって地方に

移住しながら、都市の仕事を継続するという事

例が生じております。 

 幸いなことに、当市には旧土淵中学校の遠野

みらい創りカレッジ内にコワーキングスペース
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を確保し、テレビ会議システムや光回線の高速

ネットワーク、パソコン、高速印刷機などの情

報通信機器類が配備されております。この環境

を誘致活動に生かすべきと考えますが、御所見

を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問もア

フターコロナという部分と、この新型コロナウ

イルス感染症問題が我々に突きつけたという部

分におきましては、極めて大事な切り口のプロ

ジェクトになるんではないのかなというふうに

思っておりまして、今、みらい創りカレッジの

スペースを利用いたしまして、平成28年度に高

速ネットワーク、あるいは印刷機等を総務省の

モデル事業といたしまして整備をいたしまして、

テレワークの環境が整っているという一つのプ

ロジェクトがあります。 

 今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大の影響によりまして、コワーキングスペー

スについては大学生のオンライン利用などで利

用者数が増加してきているというそのような状

況であります。 

 なお、この一般社団法人遠野みらい創りカレ

ッジにおいて、毎年開催されております各種の

プログラム、カリキュラムはまさに密集、密接、

密閉といったことの一つの条件を踏まえながら、

あるいは交流人口の拡大も一定の制限をされて

いるわけでございますので、今年の活動は一定

の制限を受けているというそのような状況にあ

ります。 

 また、７月の臨時議会でケーブルテレビのい

うところの光化という整備事業が一つ可決承認

をいただいているところでございますので、遠

野テレビの情報通信ネットワークの光化につい

て環境整備を図っていく、それに伴いまして、

市内全域がオンラインによる就労環境の整備が、

いうところの飛躍的に進むわけでございますの

で、みらい創りカレッジのプロジェクトなどと

連動を図りながら、高速通信可能な優位性をし

っかりと形にしていくということが、これから

の一つの課題ではないのかなと思っておりまし

て、御質問にもありましたとおり中学校の空き

スペースの活用なども含めながら、高速情報通

信ネットワーク、あるいはウィズコロナ、アフ

ターコロナといったような時代が求めるものに

しっかりと遠野市の一つの優位性とセールスポ

イントをその中に見いだしてまいりたいという

ように考えているところでございますから、御

協力と御支援をお願いできればなというように

思っているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  御承知とは思いますが、

制限時間が迫っておりますので、時間に配慮し

た質問をしていただきたいと思います。17番

佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  ちなみに、中学校

の空きスペースの活用云々につきましては、こ

れからの私の質問内容でありますから、行き違

いのないようにお願いします。 

 当市の自然豊かな環境は、テレワークやサテ

ライトオフィスとしての仕事に最適と思われま

す。また、企業にとってオフィスの分散は、地

震などの災害対策として大変有益なはずであり

ます。当市にとっても、オフィスに適した中学

校の空きスペースの活用が期待できますので、

遊休施設の活用と地域経済の活性化、定住人口

の増加など得るものが多いものと思われます。 

 市長におかれましては、今進めておられる小

さな拠点による地域づくりに併せまして、これ

まで以上に本気になって企業誘致活動にも取り

組んでいただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問の中

で、それから先ほど答弁申し上げましたような

内容になるわけでございますけども、遠野の一

つの優位性というものをしっかり生かすという

部分におきましては、オンラインであるとかテ

レワークであるとか、あるいは一つのウェブ会

議であるとか、いろんな形での新たな日常、新
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たな生活様式、新たな働き方改革といったよう

なものが次々打ち出されてきているわけでござ

いますから、そこをしっかりキャッチングする

ためには、今のような中学校の跡地利用などに

ついてもしっかりとその中に検討というか選択

肢の中に入れながら、やっぱり受皿の環境整備

にさらなる努力をしていくということに尽きる

んではないのかなと思っておりますので、これ

も繰り返しになりますけども、よろしく御指導

いただければということを申し上げて、答弁と

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  いろいろと議論さ

せていただきましたけども、改善すべき点は改

善を図っていただいて、ぜひ来年度からスター

トする後期基本計画にしっかりと生かしていた

だきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  質問者席消毒のため、

暫時休憩いたします。 

   午後１時33分 休憩   

────────────────── 

   午後１時34分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  会議を再開いたします。 

 次に進みます。９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  会派遠野令和会所属の

瀧本孝一であります。今議会においても、一般

質問をさせていただきます。 

 大項目として２つのテーマ、１項目めは市役

所新採用職員の介護・福祉施設等での研修導入

についてと題し教育長と市長に、そして２項目

めは、宮守町の総合運動施設である銀河の森運

動公園の子ども用アスレチック遊具等の設置と、

周辺整備についてと題した質問に市長からその

見解を伺うものであります。 

 さて、地球温暖化の影響で猛烈な勢力に発達

した台風10号は、やや勢力を落としながらも九

州地方を中心に大きな影響を残しましたが、被

害を受けられた皆様に心よりお見舞いを申し上

げます。実りの秋を迎え、当地方も台風の進路

などが心配される季節となりました。 

 ところで、前回６月定例会の時点では、国内

で唯一新型コロナ感染症が確認されていなかっ

た岩手県でも、７月29日に盛岡市の男性が初め

て確認されて以降、現時点で23人の感染報告が

公表されておりますが、当市でも親族クラス

ターと報道される事案がありました。 

 収束が見えない中、このコロナ感染症は誰も

がかかってしまう可能性があり、誰をも責める

ことはできません。これまで以上に予防対策の

徹底が求められるところでありますが、図らず

も罹患され大変な思いをされた方々に、この場

を借り衷心よりお見舞いを申し上げます。 

 そして、今なお医療機関をはじめとする病院、

介護、教育等、全国の最前線の現場で対コロナ

に奮闘従事されている皆様や住民の安心、安全、

予防対策に努められている行政関係の皆様にも、

その御苦労に深く感謝と敬意を申し上げますと

ともに、飲食業や観光、サービス業など、お客

様を相手とするなりわいの業種は特に大きなダ

メージを受けられ、経済活動の縮小などで大変

な御心労に遭われていることに、極めて深い同

情の念を表し、重ねてお見舞いを申し上げます。 

 それでは、通告に従い、大項目１点目の市役

所新採用職員の介護・福祉施設等での研修導入

についてと題した質問に入りますが、当初に通

告をお願いした答弁者に一部に変更があったこ

とを御容赦願います。 

 はじめに、今から23年ほど前の平成９年６月

18日に小学校及び中学校の教諭の普通免許状授

与に係る教育職員免許法の特例に関する法律、

通称、介護等体験特例法が公布され、翌平成10

年度の大学入学者から適用されることになりま

した。 

 この法律の趣旨は、個人の尊厳及び社会連帯

の理念に関する認識を深めることの重要性に鑑

み、教員の資質向上及び学校教育の一層の充実

を図る観点から、当面、小学校及び中学校の教

諭の普通免許状取得希望者に介護等体験をさせ

るとあり、その時期や期間は18歳に達した後７
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日間以上と定められております。 

 その教育的意義や効果として、１、現実の世

界や生活などへの興味・関心、意欲の向上、２、

問題発見や問題解決能力の育成、３、自己との

出会いと成就感や自尊感情の獲得、４、社会性

や共に生きる力の育成、５、豊かな人間性や価

値観の形成など８項目が上げられています。 

 衆議院議員６期を務め、科学技術庁長官、女

性初の外務大臣、文部科学大臣等を歴任した当

時の田中眞紀子衆議院議員らが中心となり、質

の高い人材を教育現場に提供するよう制度を整

えることは国家の義務であるとの固い信念の下、

議員立法で成立したこの法律は、ボランティア

という崇高な理念で自発的に行う社会奉仕活動

を義務化するという賛否や、物議を醸し出した

面もありましたが、介護等体験特例法が法制化

されて20年以上が経過する中で、この法律、制

度が果たしてきた意義や役割などについて、教

育長はこれをどのように捉えているのか見解を

お尋ねいたします。 

 それらに加え、一人の社会人として介護等体

験特例法の研修に参加し、施行前、施行後の教

員の資質や人間性の変化と成長などについて、

教員を目指す学生への実務体験研修をすること

の意義や、研修後の感想等を把握していること

があればお答えをいただければ幸いに存じます。 

 当市の教育委員会の所管の範疇外ではありま

すが、教育の現場に携わってこられた立場から、

肌で感じた、あるいは見聞きした所管でもよろ

しいですので、可能な範囲でお答えをいただけ

ればと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長から答弁を

いただきますが、昨日に引き続きまして新型コ

ロナウイルス対策のため、教育長におかれまし

ては自席での答弁となりますので、御了承願い

たいと思います。菊池教育長。 

○教育長（菊池広親君）  瀧本孝一議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 介護等体験特例法の意義、評価、それから見

解についてでございます。 

 議員御案内のとおり、小学校及び中学校の教

諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特

例等に関する法律、いわゆる介護等体験特例法

でございますが、平成10年４月に施行されまし

て、介護等体験が義務教育課程の教員免許を取

得するために必須となっていることは承知して

ございます。 

 この法律の趣旨は、体験を通じて教員一人ひ

とりが個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する

認識を深めることを通して、教員自身の資質を

向上させるとともに、義務教育のより一層の充

実を図ること、これも議員御指摘のとおりでご

ざいます。 

 現在、小学校及び中学校の教員免許状を取得

しようとする学生は、特別支援学校等で２日以

上、社会福祉施設において５日以上、計７日以

上の体験等が義務づけられており、障がいを有

する児童生徒や一般の方、または高齢者の方等

に対する介護、介助、交流等を行ってございま

す。 

 法律が整備された当初におきましては、大学

のカリキュラムの見直しや受入れ先である社会

福祉施設等での指導体制の整備、費用負担等、

様々な課題があったとも伺ってございます。 

 大学等の調査研究の報告によりますと、人間

的な成長を促す貴重な機会となっていることや、

体験を終えた学生が継続的にボランティアに関

わる等、本体験の有効性が報告されてございま

す。 

 また、介護体験をした大学生においては、初

めての福祉の現場に戸惑いを感じながらも、高

齢者や子どもたちが一生懸命に生活している姿

に感動したとか、教職を目指す上でも、その人

個人の可能性を摘んでしまわないような接し方

をしていきたい等の感想が寄せられておりまし

た。 

 このように、教員を目指す者が介護等の体験

を通して得られた経験及び知識は、その人自身

の資質向上に資するとともに、児童生徒一人ひ

とりを尊重した指導につながり、子どもたちの

成長に寄与することが期待されるものであると

いうふうに考えてございます。 
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○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  やはり期待どおり、私

の思いと同じような効果が出ているというふう

に感じられました。 

 次に、以降の質問は市長にお尋ねをいたしま

す。 

 本市は、毎年全職員を対象とした各種職員研

修を実施していることは承知しております。 

 今決算議会の令和元年度主要な施策の成果説

明書の総務費の最初にも記載されていますが、

ステップアップ職員研修事業は、開催回数計画

値36回に対し、実績値は倍以上の77回、受講者

数は計画値延べ700人に対し、実績値は５種類

の研修で延べ1,163人と大幅な伸びとなってい

る反面、予算額981万5,000円に対し決算額は78

5万7,000円余で、195万円余の縮減を図ってい

るようにも捉えられますが、計画値から実績値

の数字が大きく伸びていることから判断すると、

その内容がいかがなものか疑問の余地もありま

す。 

 成果についても、階層別研修及び専門研修を

実施し、職員の資質及び職務遂行能力の向上を

図ったほか、各種団体が主催する研修等を通じ

た他分野との交流による若手及び中堅職員の能

力向上及び意識の向上を図ったと表記され、相

応の研修ではあったかとは思われます。 

 そこで伺いますが、これまでの各種職員研修

を実施してきたことによる意義や評価をどのよ

うに捉えているものなのか、またそこにどのよ

うな課題や問題があるものなのか、ないものな

のか。さらには、成果説明書の民間等活用研修

の項目に含まれると思われる介護・福祉施設等

での現場体験研修や、それと同様の体験研修が

過去に実施されてきた有無を確認させていただ

くとともに、ある場合にはその内容を詳細にお

示し願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  瀧本孝一議員の一般質

問にお答えを申し上げます。 

 平成10年の教員用免許を取る際の介護等体験

特例法、平成10年４月に施行されているという

部分を引き出しながら教育長の見解を求め、そ

して今度は新採用を含めて職員採用というとこ

ろに持ち込んで質問を受けたということでござ

いまして、ちょっと今までにないようなスタイ

ルであったわけでございますから、ちょっと私

も戸惑いながら、この点もすごく大事だなとい

うように改めて思っているところでもあります。 

 と申しますのは、昨日も菊池美也議員からま

さに市の財政事情等につきまして、より緊張感

のあるという部分の中についての見解を求めら

れました。また、つい先ほど佐々木大三郎議員

のほうからも、やはりより緊張感のある財政運

営と弾力的な運営をしていかなきゃならないん

じゃないだろうかというようなそのような質問

を承ったところであります。 

 このように、人口減少、少子高齢化といって

もこれをどう捉えるのかということもいろいろ

あるわけでございますけども、その辺に向き合

っていくためには、やはり個々の職員の資質と

申しますか、いうところの企画力、発想力、行

動力あるいは想像力といったものが我々市町村

の現場にも問われてきているということになる

わけでございます。国から指示があったから、

県から言われたから、だから市がやるんだとい

う時代ではありません。限られた財源の中で、

まさに市民の皆様のニーズに的確に応えるため

には、どのような一つのものの考え方をしなき

ゃならないだろうか、どのような判断に立たな

きゃならないだろうかというそのようなやっぱ

り資質がやはり問われてきているというような

そのような時代に入ってきているわけでありま

すので、御質問にありましたとおり、この研修

の評価や意義、あるいは介護・福祉施設におけ

る現場での状況等についてということでござい

ますので、ちょっとお答えを申し上げてまいり

たいと思っております。 

 毎年、新規採用職員の研修、まさに職責に応

じた階層別研修、あるいは職務の専門性を高め

る専門研修のほかに、民間が主催する研修への
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参加、あるいは市独自の研修も実施をいたして

おります。 

 階層別や専門研修の多くは岩手県市町村職員

研修協議会が実施いたします県内の市町村職員

を対象とする研修で、研修対象となる職員をこ

れに受講させているところであります。民間等

の活用研修では、関東圏で定期的に実施されて

おります三重県知事を務めました北川知事さん

が主催しておりますけども、早稲田大学マニフ

ェスト研究所の人材マネジメント部会や、ある

いは環境問題や少子化問題、あるいは少子高齢

化問題の課題に対するいうところの認識力、解

決力などを実践的な知識の習得の場といたしま

して、前の東大総長の小宮山先生が主催してお

りますプラチナ構想ネットワークのプラチナ構

想スクールに中堅職員を参加させております。

これは企画力、発想力、そのようなものをしっ

かり学んでほしいという部分の中で、あるいは

全国のそういう仲間の志を同じくする方とのい

ろんなネットワークをつくってほしいという願

いを込めて、こういったものにも参加させてお

ります。 

 また、さらにはみらい創りカレッジの実施い

たします様々なカリキュラムのほうにも大学の

講義とか地域イベントにも若手職員を中心に参

加もさせているというそのような状況でありま

す。 

 また、新採用職員には、採用時の研修を経て

現場に入るわけでありますけども、即戦力とし

て活躍してもらうために、先輩職員や上司から

の指導を受けるとともに、市内での行事等には

積極的に参加してもらい、地域との関わりを持

つように積極的に促しているという状況にあり

ます。 

 さらには、介護あるいは福祉施設等の現場体

験研修については、実は平成26年度まで、新採

用職員研修の後期研修といたしまして５日間ほ

ど市内の事業所に受入れをお願いいたしまして、

民間の現場の接遇やあるいは職場の一つの現場

をしっかりと知ってもらうための対応能力を学

ぶために実施をしていたところであります。そ

の多くはあえりあ遠野であるとか、あるいはふ

るさと公社であるとか、遠野地区清掃社である

とか、社会福祉施設では清松園であるとかある

いは吉祥園であるとか、遠野コロニーなどにも

現場に派遣をしながらそういう研修実績もあり

ます。 

 経験年数が少ない若手職員が多くこの研修に

参加しておりまして、多くの職員が多くの方々

と接することによりまして知識や経験が蓄積さ

れまして、市職員としての能力が向上するとい

うそのような手応えも感じているところであり

ますけども、今、多くのこのような研修を通じ

て職員も自己研さんには励んでいるものの、実

践に通じた具体的な成果がなかなか見えにくく

なってきているという一つの現状にもあるとこ

ろでございますので、その課題をしっかりと踏

まえながらこれからも、繰り返しになりますけ

ども、しっかりとした資質のある職員研修に現

場感覚をということを大事にしながら、冒頭話

にありましたそのような福祉なり介護施設なり、

そのようなことも含めながら、やはりどう向き

合うのかという部分についての研修のさらなる

充実を図ってまいりたいというように考えてお

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  平成26年度まで市内の

民間事業所での研修があったというふうに確認

をいたしました。 

 次に、介護・福祉等の施設の現場で実務体験

研修を受けることによって、より一層の対人関

係の在り方や人間性の成長につながっていくの

ではないかと、私は強く確信するものでありま

す。 

 近年の子どもや若者をめぐる課題として、自

然や地域社会と深く関わる機会の減少、集団活

動の不足、物事を探索し吟味する機会の減少、

地域や家庭の教育力の低下、そしてゲームなど

によるバーチャル世界の非現実的思考や様々な

実体験の不足などが上げられ、相手に優しくで

きる、相手の身になって考えられる、相手を敬
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う、尊敬する等の人間性豊かな心の醸成が時代

の変化とともに難しくなってきている現実があ

ります。 

 大学を卒業し、小中学校の先生を目指そうと

する若者が高齢者や社会的弱者の入居施設であ

る老人ホームや介護保険施設、児童養護施設や

障がい者支援施設等でわずか７日間の短い体験

研修ではありますが、私はその意義や必要性は

非常に大きいものがあると思いますが、対人関

係や人間性の成長など、公務員として住民への

優しさにあふれた対応力の育成が極めて肝要で

あると思われます。これに関し、市長はどのよ

うに感じておられるのか見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの質問の中に

相手を思いやるというそのような言葉がありま

した。これはまさに現代社会が今求めている一

つの人と人との関係、フェース・トゥ・フェー

スの関係、あるいはコミュニケーション力とい

う言葉もあるわけでございますけども、急速に

進化いたしましたいろんな情報通信関係におき

まして、そのようなコミュニケーションの在り

方といったものがやっぱり問われているわけで

あります。 

 そのような意味におきましては、この思いや

りと、私よく言うわけでございますけども、思

いは見えないけども思いやりは見えるという、

心は見えないけども心遣いは見えるという言葉

が東日本大震災のときに盛んにキーワードとし

て使われたということになるわけでございまし

て、今もそのような時代がやはり今我々の行政

の中にも求められているんではないのかなとい

うように思っておりまして、人との関わり方、

あるいは社会人としての人間性の成長、先ほど

特例法の話をちょっと持ち出されたわけでござ

いますけども、この特例法に基づき介護などを

体験する一つの教員を目指す方に限らず、我々

行政に携わる地方公務員の中にありましても、

これは重要な一つのプロセスとして大事にしな

きゃならない一つのキーワードではないのかな

というように思っておりまして、自然や地域、

あるいは社会との関わりが、繰り返しになりま

すけども希薄になっているこの現状の中におい

ては、いかに多くの方々と接し、多くのことを

学び、これを実践に生かすかということが課題

になってんじゃないのかなというように思って

おりまして、今現在、小さな拠点づくりにも取

り組んでおります。指定管理制度に持ち込もう

ということになって、住民自治ということを大

事にしながらという部分は、これはいずれも何

度も地域の皆様にお話しをしているわけでござ

いますけども、みんな任せたではない、市職員

もそこにしっかりと関わらなければならない、

だからそこを誤解してはならないぞということ

を何度も担当のほうにも話をしているわけでご

ざいますけども、市職員が地域と行政をまさに

つなぎ、それを支援する、サポートする、そこ

には思いやりとか気遣いといったものがちゃん

と言葉として行動に表れてくるような職員にな

ってもらわなきゃならない、そのためにはその

ためのこの小さな拠点づくりの中においても、

そのようなものをどのような仕組みにするのか

ということもひとつ考えなければならない大き

な市政課題の一つであるぞと。 

 だから、指定管理制度に持ち込むからそれで

よしということではないんだと、ここはしっか

りとジョイントを組みながら共に地域を安心、

安全な地域に持ち込もうじゃないかと、そのた

めには人と人との関係、地域が職員を育ててく

れるというようなそのような一つの関係も持た

なければならないんじゃないのかなというよう

に、私もそのように思っておりますし、職員も

そのような方向で今懸命に努力をしているとこ

ろでございますから、この辺についてもひとつ、

今、介護施設との研修というような場もあった

わけでございますけども、そのような新たな仕

組みづくりの中にもこの考え方をしっかり持ち

込まなければならないんじゃないのかなという

ように思っております。 

 市民や地域、市職員が一体となって様々な課

題に取り組む、その中には併せてという言葉が
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あるわけでございますけども、併せて高齢者の

方々とか障がい者の方々、あるいは地域の切実

な声といったものにしっかりと耳を傾けるとい

うそのようなやっぱり一つの資質を持ち合わせ

なければならないというふうに考えているとこ

ろでございますから、そのような一つの方向性

の中で、今の問題にも向き合ってまいりたいと

いうように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間、休憩いたしま

す。 

   午後２時00分 休憩   

────────────────── 

   午後２時10分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 ９番瀧本孝一君の質問から。９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  質問を続けさせていた

だきますが、先ほどは、小さな拠点づくりでも

職員の人づくりはできるのではないかという御

答弁もいただきました。 

 ところで、介護や老人ホームなどの現場では、

人生の大先輩である高齢者の食事・入浴・排せ

つ等、日々の生活のほとんどに手を差し伸べる

ことにより、介助される身を自分自身に置き換

えて考えることもできてくると思われます。人

間としての尊厳を傷つけることのない接遇や介

助する体力と気力なども重要であり、その仕事

の大変さに比して給料などは高くなく、若い人

の定着率もよくないと言われて久しい気がしま

すが、全国的な現場の悩みでもあり、外国人人

材の活用も取り入れるなど、本市の場合もその

事例があると認識をしています。 

 このような厳しい現実がある中で、当然研修

を引き受ける施設側の承諾が必要不可欠となり

ます。そこには資格や経験の問題、万が一のと

きの利用者とのリスクや責任の所在など、高い

壁があることも予想されます。 

 しかし、お客様見地からの研修ではなく、研

修期間の長短や熟練度による業務への的確な対

応など、最低でも１カ月、できることなら半年

から１年間、当該施設の一人の職員としてしっ

かりと業務の遂行に当たるのであれば、人手不

足の補完的意味合いはある程度果たすことがで

きるのではないかとも思われます。 

 その現場でのリアルな体験である対人関係や

人間性の尊厳と、この国が抱える高齢者問題、

あるいは社会的に弱いとされる障害者や各種支

援施設入居者などの実態把握にもつながり、こ

れからの長い公務員人生としての自覚や経験の

礎になる可能性もあります。このことについて

市長の認識をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これからの市職員等に

求められるのは、文字どおり与えられたものを、

あるいは指示に従うということではなくして、

企画力、発想力、行動力、そういうようなこと

が求められ、そこには思いやりと心遣いも必要

だということ、そのようなことは先ほど申し上

げました。 

 そのような中にありまして、今御質問の中に、

人生の大先輩である、あるいは人間としての尊

厳である、さらにはこの非常に厳しい職場環境

の中にあっても、思いやりの心を持ちながら懸

命に頑張っているその福祉施設の従事者がいる

ではないだろうかと、その方からいろいろ学ぶ

ことがあるのではないだろうかと。 

 外国人雇用も含め人材不足も言われている。

職場環境もかなり改善されたとはいえ、まだま

だだという中に、やはりこの現場を通じながら

知るべきことはいっぱいあるのではないだろう

かという、そのような御質問として承ったわけ

でありますけれども、社会福祉施設関係の方々

が人材確保にいろいろ尽力はしておりますけれ

ども、全国的に見ても人材不足であることは一

つの課題であるということは私も認識をいたし

ているところであります。 

 繰り返しになりますけれども、施設に入所さ

れている高齢者の方々、文字どおり人生の大先

輩であります。障害者、あるいは施設のサービ

スを利用するお一人ひとりに丁寧に対応すると
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いう思いやりといったようなものも、その現場

の方々はしっかりと持ち合わせながら向き合っ

ている部分を、いうところの市職員がそれから

何を学ぶのかという、そのようなことは極めて

私は大事なことではないのかなというように承

知をいたしております。 

 市職員といたしまして社会福祉関連のこの施

設利用者の実態を理解しながら、高齢者や障が

い者の方、あるいは市民の方と接することで、

より相手に寄り添い、思いやり、そして敬うこ

とは、まさに体で感じるという部分がやっぱり

求められていることになろうかというように思

っております。 

 ただ一方、先ほど言いましたとおり特例法が

あった、特例法という中で、それに準じた研修

の機会を設けたとしても、社会福祉施設での受

入れのこの一つの条件が整っているのかどうな

のかということも、また一方においては考えな

ければならない。ただ行くから頼むぞというわ

けにはいかない。それにはしっかりとマッチン

グしなければならないという部分がやっぱり一

つの課題ではないのかなと。いうところの受入

れするほうのそのような条件整備も一方ではや

っていかなきゃならない。 

 例えば、事故等、トラブルが起きた場合にそ

れに対してどう向き合うのか。あるいは一定期

間とした場合に、その対応する職員数の、それ

でなくても不足している中において、また新た

な負担をかけることになってしまうのではない

だろうかということも、また一方においては考

えなければならない。業務体制の調整、行うべ

き課題はある。 

 だからもって結論が、これをやったってしょ

うがないんじゃない、だから、まさにお互いし

っかりと連携を図りながら、お互いの条件整備

をしながら、環境整備をしながら行っていくと

いうことにやっぱり持ち込まなきゃならないん

じゃないのかなと思っておりまして、私もその

経験から申し上げますと、５日間ほどのやっぱ

り研修では本当に自分のものにはならないんじ

ゃないのかなと。 

 ある受け入れた施設の方々によりましては、

月曜日に来て、「よろしくお願いします」とい

うことになる。火曜日に来る、火、水、木とな

れば、木曜日の次の日は金曜日は「お世話にな

りました」ということになってしまって、もう

本当に何を得たのかなと、どういうことをあれ

したのかなということについて、手応えもしっ

かりお互い確認できないまま５日間が終わって

しまうということになれば、やっぱり半年とか

１年とかっていったような、そのような中でこ

れからの市を支える若手の人材をしっかりと、

いうなれば育てるという部分のやはり根本的な

仕組みづくりにやっぱり持ち込まなければなら

ないんじゃないのかなというふうに思っている

ところでございますので、ただ、だから先送り

するんじゃなくて、では一番ベターな方法は何

だろうかということはやっぱり知恵を出さなき

ゃならないかと思っておりますから、この辺の

職員研修の在り方について、もう一度さらなる

検討を深めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  越えなければならない

壁は高いかもしれませんが、少しずつでもその

方向に向かって、受入れ側との調整を進めてい

ただければというふうに思います。 

 私がこのテーマを質問に選んだ理由は、昨年

末に、ある新聞の読者からの声の欄に、一人の

教員を目指す女子大生が、いわゆる介護等体験

特例法制度の体験研修により、電車内で高齢者

に座席を譲ろうとした際の経験談が掲載され、

その投書を目にした当の田中真紀子氏が、立法

に尽力した経緯から自分が思い描いていた夢の

若者が22年の時を経て出会えた感動を後日、同

じ声の欄に投書し、人生にこんな感動があるの

だろうかとつづられておりました。 

 私もそれらの記事を目にしていましたが、北

海道のある市議会議員の方が40年前後に及ぶ公

務員人生、優しい心で市民に向き合う上で必ず

役に立つと、新規採用職員に福祉施設での体験
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研修を市に提言し、粘り強く働きかけていきた

いという投書を目にしたことも一因であり、こ

こまで市役所職員の各種ステップアップ研修の

一環として介護等体験特例法を引き合いに、特

にも新採用職員への現場体験研修として、対人

関係や人間性の成長、公務員としての自覚や経

験を身につける観点の場の一つの方策として、

この制度を導入すべきではないかという思いか

ら質問をしてまいりました。 

 大項目１点目の最後の質問になりますが、遠

野市は市役所新規採用職員をはじめ、若い職員

を対象として、最低でも１カ月、できることな

ら半年から１年程度の一定期間、介護・福祉等

の施設でそこの職員と一緒になった現場体験研

修の導入を図ることを強く提案します。 

 市役所も限られた職員数の中で、新採用職員

の即戦力としてのマンパワーの必要性をはじめ、

万が一の責任の所在などクリアしなければなら

ない課題も多く、新採用職員の送り出し側と、

受入れ側の態勢の構築が極めて重要であると認

識をいたしますが、そこの問題を乗り越えてこ

そ、人間性にあふれたすばらしい職員の成長に

つながることと確信をいたします。 

 ２年ほど前に国有地の払下げ問題に関し、上

司の指示により公文書改ざんを命ぜられ、良心

の呵責に耐え切れず、「私の雇い主は国民であ

る」という手記を残し、自らの命を絶った近畿

財務局の職員がいたことは記憶に新しいところ

であります。 

 一言で申し上げるなら、国民・市民全体の奉

仕者としての自覚を持ち、住民や弱者の目線に

立って、優しさや正義感を持ち合わせ、人間性

に満ちあふれた職員の育成により、私の雇い主

は遠野市民であると断言して職務遂行ができる、

そういう公務員になってほしいと願うところか

らの導入提言であります。介護等体験特例法の

趣旨にのっとって、この研修を新採用職員等に

課することについて、重ねて市長の見解をお尋

ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  望ましい職員像という

ふうになろうかというように思っておりますけ

れども、やはりいろんな今この仕組みが、ある

いは制度が次のステージを求めてきているとい

うことになろうかというように思っております。 

 今いろいろ事例を出されました北海道の事例

をはじめとするさまざまな取組事例が紹介をさ

れておりまして、提案型として御質問をすると

いうような、そのような形で受けとめたところ

でありますけれども、先ほど申し上げましたと

おり、これからの一つの職員像の在り方といた

しますれば、まさに現場として与えられた仕事

をやるだけじゃなくして、しっかりとした想像

力を持ちながら、やっぱり発想の転換に敏感に、

いうところのタイミングよく受け答えできるよ

うな、そのような職員像が求められてきている

ということになろうかというように思っており

ます。 

 繰り返しになりますけれども、市職員の研修

については、国や岩手県、あるいは各団体のほ

うへの派遣研修のほかに、民間を活用した研修

も多く取り入れているところでありますけれど

も、これが市職員としての意識、あるいは能力

の向上、あるいはいろんな場面で適正な判断、

対応ができる職員としての育成の場として時代

が求めている場なのかということも、ある意味

においては我々も冷静に考えなきゃならない。 

 研修に参加したと、そこで何を得たじゃなく

て参加したということでもって一つの、何と申

しますか、それでいうならば満足している言葉

はちょっと過ぎるかもしれませんけれども、や

っぱり研修に行ってきたというところにとどま

ってしまっているんじゃないのかなと。それを

どのようにという部分の、このしつこいフォ

ローが我々にもちょっと足りないのかなと思っ

たりすることもあるわけでございまして、その

ような一つの厳しさも、また一方においては

我々自身も持たなければならない。 

 また、人間性の成長や職員としての質の向上

に加えて、これも繰り返しになりますけれども、

現場を知るということ、さらには人を知るとい
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うこと、もう一方においては、遠野市のような

状況にありましては地域を知るということがや

っぱり大事なわけであります。この機会の創出

を考えていかなきゃならない。 

 したがって、研修の場に出したからそれでい

いんじゃない、このまさに現場を知る、人を知

る、地域を知るという、このキーワードにどう

向き合うのかということを、やっぱりそれも新

たな仕組みをつくっていかなきゃならないんじ

ゃないのかなというように、私自身そのように

考えているところであります。 

 ちょっとそこに加えまして、新型コロナウイ

ルス感染症問題がやっぱり大きく立ちはだかっ

ているというその状況の中にありまして、今全

てがオンラインのような中で、みんなさまざま

なコミュニケーションを図られということにな

りますので、そのこともまた一つの現実として

捉えながら一つの在り方といったものにつきま

して、この研修の今の提案を受けまして、一つ

の職員の研修の在り方につきまして、まさにこ

れも市政課題の一つと捉えながら、後期計画の

中に何らかの形でこの研修制度の在り方等につ

いても、一つの方向性を出せるような形で検討

作業を進めてまいりたいと思っておりますので

御了承いただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  ぜひ検討をして、後期

計画にもできれば取り上げていただきたいもの

だと思います。 

 それでは、次に、大項目２点目の銀河の森運

動公園の子ども用アスレチック遊具等の設置と

周辺整備についての質問に移り、市長から答弁

を願います。 

 最初に、宮守町の中核的かつ唯一とも言える

運動施設の銀河の森運動公園には、手前の屋根

付グラウンドがある広場の脇に、機関車の形を

模した滑り台の遊具が１基と、多目的グラウン

ド上方の駐車場から展望台に通じるところに、

滑車の紐にぶら下がって遊ぶアスレチック的な

遊具が１基の計２カ所の遊具があると認識をし

ています。 

 田舎といわれる自然豊かな当地にあっても、

少子化の中で、果たしてこれだけの遊具でいい

ものなのか。遊び盛りの子どもを持つ親からは、

もっと遊具の種類があればいいなという声もあ

り、「子育てするなら遠野」を標榜する中で、

子ども用遊具の現状をどのように捉え、認識さ

れてきたのかについてお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  大項目の２つ目であり

ますけれども、この銀河の森運動公園の子ども

向けのその環境整備はどうなっているのか現状

をというお話でありました。まず、現状を述べ

させていただきたいと思っております。 

 銀河の森総合運動公園の展望台に通じる入り

口には、もりの駅といたしまして、かつて木製

ロープウェイのほか、滑り台などの木製遊具が

整備されておりました。また、展望台につなが

る遊歩道とあわせて整備した、子どもから大人

まで自然と触れ合いながら親しまれる一つの公

園があります。 

 ただ、この中におきまして、平成19年であり

ますけれども、他市で木製遊具の支柱が折損、

いわゆる折れたという事故が起きまして、遊ん

でいた子ども十数人が落下し、負傷するという

そのような事案が起きました。 

 これに伴いまして、全国一斉に遊具点検を実

施することが国から指示がありまして、点検を

行った結果、劣化の激しい遊具が多数あったこ

とから、安全確保のためこれらを撤去しまして、

現在は残っているのは木製ロープウェイ１つと

いうことになっているところであります。 

 このほか平成25年度にゲートボール場に隣接

いたしましたちびっこ広場に、宮沢賢治の銀河

鉄道をイメージした遊具を整備したという経緯

があります。この設置場所につきましても、宮

守保育園の関係者と協議をしまして、木製ロー

プウェイがあるもりの駅に整備する案と、ちび

っこ広場に整備する案の２つが挙げられました

が、遊具のデザインが銀河鉄道をイメージした
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ものであることから釜石線が見えるちびっこ広

場のほうに整備をしたという経緯があります。 

 このような経緯によりまして、銀河の森総合

運動公園に設置している遊具は、この銀河鉄道

をイメージした遊具と木製ロープウェイのこの

２基であるというような状況で今あります。 

 ちなみに先般、里山フェスタの際に私もあの

辺を自らの足で全部歩きまして、展望台のほう

にもあそこの上まで上がりまして今のような状

況を全部確認をしながら、それぞれの状況がど

うなっているか等を私自身も全部確認してきた

ということも踏まえての今の現状がこのように

あるということを御答弁として申し上げたいと

思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  私もこの質問をするに

当たり、現地を２回ほど確認させていただきま

したが、かつてはやはりもっといっぱいの遊具

があったというふうに記憶をしております。 

 次に、前の質問に関わって、展望台に通じる

入口付近にいわゆるターザンロープと称される

遊具が１基だけ寂しげに設置されて、傍らにあ

ずまやもありますが、樹木の関係で子ども達が

遊んでいる状態をそのあずまやから確認できる

状態ではなく、草や木が生い茂り、子どもたち

を遊び場に連れていっても、安心して見守る状

況には適していないように見受けられました。 

 さらには大雨の影響なのか、山側から駐車場

に交わる側溝には大量の枯葉があふれ出て堆積

し、水も流れないような状況となっていること

を管理する側として確認されているのでしょう

か。 

 あの場所をアスレチック広場としての解釈で

もいいものなのか、当該箇所の管理の在り方や

現状の認識について見解をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど現状について申

し上げました。ただいまはその管理や一つのこ

の管理等の現状についてはどうなっているのか

ということについての御質問でありました。 

 銀河の森総合運動公園の管理は、基本的に専

任の１名の職員が管理に当たっておりますが、

業務が集中する時期には、業務量に応じて随時

他の職員を流動的に配置するということで全体

の管理を行っているような状況にあります。 

 ただし、今年はいうところの長雨が続いたと

いうこともありまして、屋外施設については計

画に沿った管理作業は進めることができなかっ

たというような報告も受けているところであり

ます。ただ、できなかったということで済ませ

るわけにはいきませんけれども、そのような状

況もあったということであります。 

 基本的には、子どもたちが安心、安全に遊ぶ、

まさに安全に遊ぶということと保護者の方々が

安心してそれを見守ることができるというよう

な環境がやはり一番大事なわけでございますの

で、そういったためには、ああいうところの草

等の定期的な刈り払いだとか、やっぱりそのよ

うな環境整備にしっかり向き合うということ、

快適な環境を整えるということ、また、それに

常に保護者の方々の目が行き届くような、その

ような配慮もしていかなきゃならないというこ

とは、言うまでもなく当然なわけであります。 

 そのようなことでありまして、御指摘のあり

ましたようなことを踏まえながら、市民の皆様

が安心して利用できるように、常に施設全体を

巡回、確認するとともに市民の皆様のお声を聞

きながらそれに対応できるような、そのような

まさに心配りをしたような管理の徹底を図って

まいりたいというふうに思っているところであ

りまして、私もそれぞれ現場のほうに回って、

やっぱりその辺がまだ十分に行き届いていない

なという部分がありまして、ときどき職員等に

も、この間ある現場に行ってきたんだけども、

こういうことがあったと、こういう現場だった

といったことは常に話をしながら、緊張感を持

って子どもたちの安心、安全のため、市民の安

心、安全のために気配り、心配りをしたような、

常にそのような配慮を持った管理をしてほしい

ということを常に話をしているところでござい
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ますけれども、なかなか正直なところ、その部

分が行き届かない部分も現実にはあるというこ

とを私自身も厳しく受け止めながら、これから

もこのような管理の徹底に十分配慮してまいり

たいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  管理に当たる方々も作

業は大変だと思われますけれども、市民、住民

が訪れやすい環境をつくっていただければとい

うふうに思います。 

 次に、今年の２月以降、新型コロナ感染症の

拡大から、３月末の微妙な時期に総理大臣の一

言で学校が全国一斉休校になったことは記憶に

新しく、保護者の見守りの関係もあり、子ども

たちの学びと遊びの場が制約され、大きな波紋

を呼ぶとともに混乱を招きました。 

 このような状況の中で、密集・密閉・密接の

いわゆる３密にならない新しい生活様式なるも

のが国から示されていますが、危険度の高い室

内の遊びより、特にも屋外で元気よく遊ぶ、育

ち盛りの子ども達への遊びの場の提供について、

その有用性や必要性をどのように捉えているの

かについて答弁を願うものであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  まさに「子育てするな

ら遠野」という部分におきまして、新しい生活

様式、新たな日常という部分の中に重きを置か

なきゃならないという部分の中に、いわゆるこ

の３密という言葉もあるわけであります。 

 この平成30年に、わらすっこニーズ調査とい

うものを実施いたしました。そのわらすっこ

ニーズ調査の中におきまして、これからのわら

すっこプラン事業へ望む声といたしまして、公

園整備を望む意見が一つ、未修学児童の保護者

で41.2％と大変高い率でありました。小学校の

保護者でも37％となっておりまして、４割近い

数字が公園整備等を望むという意見が多かった

ということを改めて認識をいたしているところ

であります。また、子どもの遊び場のこの整備

や遊具の設置につきましても、アンケートや市

民懇談会においても要望や意見をたくさんいた

だいているということもそのとおりであります。 

 こうした要望や意見を大事にしながら、わら

すっこプランの事業を組み立てていかなければ

ならないかというように思っているところであ

りまして、御質問のありました３密を回避する

という一つの方法といたしましては、屋外での

遊び場の環境も有効な方法の一つではないのか

なということを思うわけであります。 

 ただ、この遊具などを設置するということに

とりましても、子どもたちが集まり、逆に密を

誘導することにもなるのではないかというよう

な指摘もあるわけでございまして、その辺のと

ころをいかにこのバランスを取りながら、その

一工夫、二工夫をしながら、遊び場の環境の在

り方について検討を加えなければならないのか

なというふうに思っているところであります。 

 ただ、この部分につきましては３密というこ

とは、もう当然今のこの新たな時代の中におい

ては、新たなアフターコロナの中におきまして

は、これは基本ということになろうかというふ

うに思っておりますけれども、都会にはない大

変豊かな自然がある、自然の力の中で子どもた

ちの想像力を育む、そして自らの遊び場をつく

り出していくというような、そのような外の環

境づくりも一方においては、やっぱり遠野なら

ではの視点として極めて大事な仕組みの一つで

はないかというふうに思っておりますから、そ

の辺をしっかりとバランスを取りながら、「子

育てするなら遠野」としての一つの形をこの中

からも見いだしてまいりたいというふうに考え

ております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  「子育てするなら遠

野」、ぜひこの考えを公園づくりにも取り入れ

ていただきたいと思います。 

 さて本市はその80％以上を山林が占め、木材

等の森林資源には事欠かない状況にあります。

また、その資源を100％有効に利活用している
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状況にもなく、山林の手入れが喫緊の課題とも

言われています。 

 このような林業経営の厳しい環境下、間伐材

等の遠野産木材を利活用してのアスレチック遊

具の開発・整備と販売を検討してはどうかとい

う提言であります。 

 ネットを検索すれば専門メーカーの立派なア

スレチック木材遊具が多数表示されますが、そ

れはそれとして、できるだけ安価で安全な遠野

産木材遊具の開発の余地はあるのではないかと

考えます。 

 それを市内各地の公園等に配置し、３密にな

らない屋外の遊びとして、子育て世代の応援の

一助となるような施策に結びつけ、木材に新た

な命を吹き込むことも可能になると思われます

が、市長の見解をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  アスレチック遊具のま

さに遠野ならではのこのような一つの取組はい

かがなものかという、これもまた提案型の質問

として受け止めたところであります。 

 先ほどの質問のお答えとちょっと重複いたし

ますけれども、遠野市内には、この子ども向け

の遊具を設置している公園が大小合わせて15カ

所存在をしております。木製の遊具については、

一部化粧材として使われているものを除き、銀

河の森の公園の中における木製ロープウェイ１

基のみ、いうなれば木製の遊具につきましては、

これが１つだけだということになっておりまし

て、近年市が整備した遊具に関しては、いうと

ころの定期的な維持点検管理を行う必要がある

ほか、安全性あるいは耐久性、あるいは製造物

責任法、いわゆるＰＬ法、その他国で定める厳

しい安全基準などを考慮しなければならないこ

とから、これらの認証取得のある遊具メーカー

のものを採用しているという現状にあるわけで

あります。 

 しかしながら御提案のありましたとおり、当

市はこの地場産木材が豊富に存在しておりまし

て、過去におきましても住宅や公共施設への利

活用を推進してきたという一つの実績とノウハ

ウがあるわけであります。遊具への利活用も私

は選択肢の一つだというように捉えているとこ

ろでございまして、引き続き地場産木材の利活

用を推進する中に、この遊具の在り方等につき

ましてもやっぱり検討していく、まさに遠野な

らではということになるのではないのかなとい

うように思っております。 

 遠野産木材を活用した遊具の販売についても、

木製であるがゆえの対策といたしまして、遠野

木工団地による耐久性・安全性に配慮した国の

厳しい安全基準を満たす商品開発に行政として

も協力をしながら企画・販売につなげていくと

いうことも木材の利活用、あるいは木工団地の

さらなる、いうならば活性化、あるいは遠野な

らではという部分におきましては一つのプロジ

ェクトになるのではないかというように思って

おりまして、銀河の森運動公園のちびっこ広場、

あるいは野球場、テニスコート、ゲートボール

場など、子どもから高齢者まで誰でもが集える

自然環境豊かな公園であるということでござい

ますので、それを踏まえながら、その特性を活

かしたそのような環境整備に、この遊具の設置

の一つの在り方の中に何らかの形をこれまた見

いだしていくような、この御提案を受け止めな

がら検討してまいりたいというように考えてい

るところでございますので、御了解いただけれ

ばと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  国の定める厳しい基準

があるということは承知をしておりますが、未

来に向けて、ぜひ遠野産木材の遊具ができるこ

とを期待します。 

 ８月23日の地元新聞に、カラー写真で「地域

の輝き夜景遺産に」という記事が掲載されまし

た。本市のめがね橋と西和賀町の湯田貯砂ダム

の夜景が、日本各地の優れた夜景を認定する夜

景観光コンベンション・ビューローの第16回日

本夜景遺産に認定されたということは、コロナ

禍の中でとてもうれしいニュースでありました。 
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 地域のために地元にある資源を活かし、お盆

の帰省客に喜んでもらおうと始めためがね橋の

ライトアップが長年にわたり観光的価値を高め、

実を結んだ結果に、これまで携わってこられた

関係者の皆様の御努力に改めて宮守町民の一人

として感謝と敬意を表します。 

 そこで最後の質問となりますが、銀河の森運

動公園は、まさにこのめがね橋の裏側に位置し、

展望台からは宮守、桐町の街並みが俯瞰でき、

ロケーション的にも恵まれている場所でもあり

ます。 

 特にも展望台北側は既存樹木を伐採し、本年

度規模を縮小して開催された市の緑化祭で新た

に桜などの苗木を植樹し、とても見晴らしがよ

くなりました。 

 展望台の反対側になる南側のめがね橋方面を

同様に樹木を伐採し、環境整備に努めることに

よって、めがね橋と銀河の森運動公園の一体感

が形成され、展望台もライトアップすることに

よるコラボレーションや展望台からの散策路の

開設、あるいはアスレチック的遊具の吊り橋等

を架設すれば、道の駅みやもり脇の河川公園と

もつながることも可能となります。 

 今回、日本の夜景遺産にめがね橋が選定され

たことを契機として、これまでとは違う展開が

期待され、展望台とのライトアップコラボや散

策路の開設などをすれば相乗効果も期待できる

と思われることから、銀河の森運動公園との関

連性やその在り方について、市長の見解をお尋

ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  このめがね橋の夜景、

御質問の中にありましたとおり、８月23日地元

新聞にカラーで大きく報じられました。まさに

遠野としての新たな魅力という部分の中に大き

く発進をしたのではないかと思っておりまして、

まさに観光名所でもあり、様々な意味におきま

してこの大きな存在感を示しておりますめがね

橋、このＳＬ銀河の一つの中におきましても圧

倒的な存在感を示しているということは御案内

のとおりであります。 

 この一般社団法人夜景観光コンベンション・

ビューローが毎年行っている日本夜景遺産、ラ

イトアップ夜景遺産に今年度認定されることに

なったということで、去る７月22日に発表をさ

れたという一つの事実があります。 

 これは、まさにこの平成の時代の、平成初期

でありますけれども、当時の地元の商工会青年

部の方々が一体となりまして活性化を図ろうと

いう中で、このライトアップの事業がスタート

したというところにその原点があるわけであり

まして、これが認められたと。 

 めがね橋はこれだけではないわけであります。

土木学会奨励土木遺産というものにもなってお

りますし、経済産業省が近代産業遺産といたし

まして経済産業省もこれを認めております。さ

らには、ＮＰＯでありますけれども恋人の聖地

として、また遠野市とすれば遠野遺産としてこ

れを認定しているという中におきまして、市内

外から大きな注目をされている存在感のある一

つの場所がめがね橋ということになろうかとい

うふうに思っております。 

 まさにこの銀河鉄道の夜をひとつイメージさ

せるめがね橋、さらには恋人の聖地、そしてこ

のような中で、日本夜景遺産という新たな一つ

の輝きがその中に加わったということになろう

かというように思っております。 

 その中におきまして、この展望台、宮守町の

中心部が一望にできまして、素晴らしいロケー

ションであります。これは私もついこの間、あ

そこの上まで上がって見たということを申し上

げて、自分でも見てきたわけでありますけれど

も、すばらしいロケーションであります。 

 したがいまして、実は今年の、先ほどちょっ

とお話申し上げましたけれども、このコロナウ

イルスの中で中止ということにならざるを得な

いのかなと思っておりましたけれども、2020年

という年は特別な年なんだと、だからこれはや

っぱりしっかりと後世にもつながっている部分

については、この規模を縮小しながら里山フェ

スタを実施しながら、これをこの2020年という



－ 109 － 

年に植えた木なんだぞということを後世に伝え

るという部分においては、やっぱり大事じゃな

いかということで、規模を縮小いたしまして地

元の多くの関係者の皆様の協力をいただきまし

て、この中に桜100本、コナラをはじめとする

広葉樹200本を多くの関係者の皆様とそこに植

樹をしたわけであります。市民協働の森づくり

ができたのではないかと思っておりまして、さ

らには展望台北側の樹木を伐採いたしまして、

展望台からの見晴らしもさらによくなったとい

うような、そのような環境整備も行ったところ

であります。 

 したがって、これから西の玄関口みやもりと

いう一つの組織が立ち上がっているわけでござ

いますけれども、これを踏まえながら、この夜

景遺産の認定を契機といたしまして、ＪＲと連

携を図りながらさらなるＰＲ発信効果を高めて

まいりたいと思っておりまして、宮守町地域づ

くり推進大会におきましても、この部分が子ど

もたち、宮守小学校の児童から極めて積極的な

夢のある提案も頂いているところでございます

ので、このようなものを一つ一つ形に持ってい

くように、関係者の皆様と一丸となりまして、

この輝きを増すような一つのプロジェクトに取

り組んでまいりたいというように考えていると

ころでございますので、これにも多くの皆様の

協力と支援と、そしてまた一緒に行うという部

分のやっぱり環境が極めて大事なわけでござい

ますので、こういったものにつきまして、実現

可能なものから取り組んでまいりますので、こ

れからも御支援と御協力をお願いできればとい

うことを申し上げたいというように思っている

ところでございますので、この夜景遺産、めが

ね橋、大きな存在感、こういったものについて

のやっぱり光りの輝きが増すような取組を行い、

幾らでも誘客を図っていく、活性化を図ってい

くというところのインパクトのある一つの事業

に持ち込みたいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  インパクトのあるめが

ね橋に持っていきたいという答弁でありました。

本当にそう願いたいと思います。 

 以上で私の一般質問を終わりますが、国政で

は、先般これまでの総理大臣が自身の体調不

良・持病の悪化などで辞任を表明され、本日、

自民党総裁選が告示されました。しかし、３人

の立候補者がいる中で、ほぼ決まりかけている

情勢にあります。 

 少し風刺を入れてこの状況を表現するならば、

コロナを防ぐなら３密にならないようにと国の

ほうから示されていますが、ほぼ確定の総理大

臣候補は、３密の上を行く４密の中で後継者候

補に祭り上げられたと言っても過言ではありま

せん。それは、密閉・密集・密接に加え、密室

という部屋の中で調整が行われ、無派閥の方が

派閥の論理で選出されようとしているからであ

ります。 

 ちょうど100年前、首相の座にあった原敬は

こう言いました。「いかなる政策を実行するに

せよ、常に民意の存するところを考察すべし」

と我が岩手県出身の平民宰相は訴え、教育や鉄

道の充実に尽くされました。誰が首相の座を射

止めるにしろ、原敬の「いかなる政策を実行す

るにせよ、常に民意の存するところを考察すべ

し」の言葉は、国はもとより我が遠野市のよう

な基礎的自治体にまで通じる政治の基本の言葉

と私は強く思います。新しい政権が誕生するこ

とを見守りながら、以上で私の質問を終わりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後２時55分 休憩   

────────────────── 

   午後３時05分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  会議を再開いたします。 

 休憩前に引き続き、一般質問を行います。次

に進みます。10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  会派無所属の多田勉でご

ざいます。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大が全国に広

がり、遠野市としても拡大防止や発生した際の
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対応について、昼夜問わず取り組んでいる市当

局並びに関係機関に敬意と感謝を申し上げます

とともに、感染された皆様方の１日も早い回復

と、同感染症の終息を心から願うものでありま

す。 

 しかし、他の事例もありますけれども、感染

後に懸念される、大変あってはならないという

ふうに私は思っておりますが、誹謗中傷という

ことであります。このようなことは決してあっ

てはなりません。民話の里遠野市民として、心

温かく人情味にあふれ、そして人の痛み、悲し

みを分かち合える心豊かな市民が暮らす土地柄

遠野として、誇りを持って、未来永劫にこの地

に脈々と継承されていくことを心から願うもの

であります。 

 それでは、今定例会最後となりましたけれど

も、私の一般質問を行いたいと思います。なお、

前に質問された同僚議員と重複する点が多々あ

るかと思われますけれども、私なりの思い、考

えで質問させていただきますのでよろしくお願

いを申し上げます。 

 今回は、大項目２点について通告をしており

ます。 

 大項目１点目、遠野市公共施設等総合管理計

画についてであります。 

 このことは、先ほども申し上げましたとおり、

同僚議員の質問で詳細に質問並びに答弁が繰り

広げられましたので、簡潔に私のほうから質問

をさせていただきます。 

 この遠野市公共施設等総合管理計画について

は、さる３月定例会において質問をしておりま

すけれども、その際、現在の具体的内容につい

て取りまとめ、９月定例会をめどにお示しをい

ただくというような答弁をいただいておりまし

たことから、今回その内容についてを確認、あ

るいは今後の考えについて質問をいたします。 

 平成29年度に作成をいたしました遠野市公共

施設等総合管理計画に登載されている施設の対

象は294施設と認識しておりますけれども、現

状はどのような施設の数になっているのかお伺

いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  多田勉議員の一般質問

にお答えをいたします。一問一答方式、今議会

でこれまで７人の議員の皆様から御質問等を承

っているわけでございますけども、ただいまの

公共施設総合管理計画等につきましては、午前

中の佐々木大三郎議員の財政運営等につきまし

てもこの項目について触れられておりました。

そういった意味におきましては、冒頭の多田議

員からもお断りがありましたとおり、ちょっと

重複するかもしれませんけども、これも大事な

市政課題の１つでありますから、それを踏まえ

ての御答弁と御理解をいただければというよう

に思っているところでございますので、よろし

くお願いをいたします。 

 お話がありましたとおり、平成29年度に策定

いたしました遠野市公共施設等総合管理計画、

そしてこの個別計画、これは先ほどお話があり

ましたとおり294施設があるということであり

ます。 

 これの計画に基づきまして、この公共施設の

適正配置といったものに取り組んでいるという

総合計画と個別計画の中におきまして進行管理

を行っているという、そのような状況にありま

す。 

 今年度策定を予定いたしております後期計画

においても、対策というよりも対象となる施設、

これが遠野市市営住宅、あるいは附馬牛の児童

館の新築等で、６施設が増加。そして、旧遠野

児童館の解体等で７施設が減少し、今293とい

う、そのような数字になっているところであり

まして、この数の１つのしっかりとした全体像

を把握しながら、繰り返しますけども、総合管

理計画とそれから個別計画の１つの進行管理を

慎重に、やはり財源等との１つの、何と申しま

すか……あれを踏まえながら管理していかなき

ゃならない。何度も申しますけども、市政課題

の大きな１つではないのかなというように認識

をいたしております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 
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   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  １施設の減少で293と、

現在の計画対象数ということでありますけれど

も、そのことによって今のその施設に、現在、

各款項目によって支出されておりますけれども、

それらに要している管理経費、管理費はどのぐ

らいに、我々も議会に提案されている以上ある

わけですけれども、この辺の総合的に合算した

数字を、どのようになっているのかお伺いをい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  総合管理計画と個別計

画の中で進行管理をしているということを申し

上げたわけでございますけども、ただいまはこ

の管理経費はどのような状況になっているのか

ということでございましたので、ちょっと数字

を申し上げたいというように思っております。 

 平成29年度の計画策定時、これは平成28年度

決算ということになりますけども、その時点で

は施設使用料、あるいは財産貸付料等による収

入が９億3,390万円でありまして、それにつき

まして需用費あるいは光熱水費、それから修繕

費、火災保険料、指定管理料等の支出は17億3,

530万円という数字になっております。 

 この令和元年度の決算における収入を見ます

と、９億734万円でありますけども、支出は18

億6,529万円、そのような数字になっておりま

す。29年度、いわゆる元年度の決算における数

字をただいま申し上げました。 

 この施設数の増減はあったものの、管理経費

の増加要因の１つは、市役所本庁舎の整備もそ

の１つになっているということでございますの

で、そのような具体的な管理料は幾らかという

ことになれば、今のような数字の中にこの今の

公共施設等の管理の状況がこの数字になって表

れているということで御理解いただければと思

っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  ただいまの市長の答弁で、

もう１回私のほうから確認ですが、平成29年の

決算、収入が９億3,390万円、支出が17億3,530

万円。そして、令和元年度の決算、収入が９億

734万円、そして支出が18億6,529万円で間違い

ないですね。 

 そういうことでありますが、これらを見ます

と、29年と令和元年度を比較しますと収入は2,

656万円の減。それから支出が１億2,990万円が

増額ということになります。今の答弁からいく

とです。そういったことは、これを見ると年々

この経費は増加の傾向にあるというふうに予測

されます。 

 そこで、このような現実はそうなんですが、

今後さらにこの現状の施設の数に加わると予想

される施設の数。そのことに伴う管理経費の額、

増加見込額などの推移をどのように捉えている

のかお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど29年度の計画策

定時の数字と令和元年度の決算に基づく数字を

改めて数字を確認したところでございますけど

も、支出が増、収入が減ということになってい

るということはそのとおりの数字であります。

何度も申しますけども、数字はうそをつかない

わけでございますから、そのような状況になっ

ているということを踏まえまして、この辺のこ

とを踏まえながら今後どのような中でこの部分

を予想しながら対応していくのかということに

ついての、言うなれば見込みということになろ

うかということに思っておりますけども、その

御質問と承りました。 

 令和３年度完成予定の今、いろいろ進めてお

りますこども本の森も、これも加えなければな

りません。さらには、令和６年度完成予定の宮

守銀河市営住宅あるいは穀町市営住宅も今後、

この計画に加わる予定ということになろうかと

いうように思っておりまして、これがいずれは

１つの管理公用施設等の中に入ってくるという

ことになるわけでございます。 

 そのようなことを踏まえますと、今後、公の
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施設として設置する予定でありますけども、御

承知のとおりこの部分につきましては今般の議

会にも条例提案を申し上げているわけでござい

ますけども、建築家であります安藤忠雄先生の

ほうから寄せていただく大きな贈り物である。

これをしっかりと遠野の文化振興と子育て支援

の１つの絶好の機会として捉えていかなきゃな

らないかというふうに思っておりますので、こ

の辺が１つの増加要因としてしっかりと今のう

ちに向き合っていかなきゃならないかというよ

うに考えているところであります。 

 内容等につきましては、これからの施設管理

運営についてはどのような方法が一番いいだろ

うかということは、この財政運営等も踏まえな

がら、一番いい、ベターな方法を見出していか

なきゃならないかというように思っております

し、いかにその部分の維持管理費をどのように

捻出するかということも、また当然のことなが

ら考えていかなきゃならないという１つの向き

合い方が今、我々もしっかりと向き合わなきゃ

ならないかというように思っておりまして、そ

のようなものが今後さらに精査をしていくとい

うことになろうかというように思っております。 

 歳入につきましては、国庫支出金等を財源と

する国県の支出金を財源とし、またこの寄附金

等も募集によりまして歳入確保のためのアイデ

アをいろいろ出していかなきゃならない。さら

には、この言うところの利活用という部分の中

におきまして、利用料、使用料等の収入なども

しっかりとやっぱり確保していくというような、

そのような手立ても改めて向き合っていかなき

ゃならないかというように思っております。 

 この宮守銀河市営住宅等の市営住宅につきま

しても、市営住宅のこの長寿命化計画によりま

して、今後管理戸数が全体としては減少となる

のではないのかなというように見込んでいると

ころでございますので、この管理経費等といっ

たものの現状維持か減額がということにつなげ

るような方向に持ち込むことに、最大限の努力

を図ってまいりたいというように考えていると

ころでございますので、見通しということでご

ざいましたので、そのような１つの増える要素

と減る要素といったものについては、極めてア

バウトな１つの答弁でありますけども、そのよ

うなことを踏まえながら、それぞれ管理運営を

している施設等の在り方等につきましても、き

ちんと精査をしながら厳しく向き合ってまいり

たいというように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  今、御答弁の中にこども

本の森、これも今、議会等にも提案されている

さなかでございますが、このことについても将

来、現在の子どもがこの本の森のいろんな図書

を見ながら成長するという期待もありますけれ

ども、将来この子どもたちがその管理を賄って

いくということも考えれば、そういったことも

我々は考慮しながら務めていかなければならな

いというふうに、一層緊張感を持っているとこ

ろであります。 

 そしてまた、財源の確保という意味では、も

ちろん国県の財源、これも遠野市としては必要、

重要な財源の１つであるというふうに理解をい

たしますが、ただ、今の市長の答弁の中に寄附

の募集というのがございました。私は、あくま

でもこれは相手があることであります。建物に

ついては安藤先生の御厚意ということでありま

すけれども、ただ日常の管理運営については遠

野市がそれを責任を持って運営していくという

ことになるわけでございますので、その寄附の

相手方というものもあろうかと思います。 

 私は、寄附という一般的にいろいろな部分で

よく出てまいりますけれども、この寄附という

のは私は確実性に乏しいのかなと、確実にもら

えるというものでは、そういう前提に立つもの

ではないというふうに私は理解をしております

けれども、この寄附というものを最初から見込

んでしまうと、これは施設の運営、管理という

のは単年度で終わるものではなくて長期にわた

るわけですから、長期間その経費が必要とされ

るわけであります。 

 そういったことを考えると、やっぱり寄附と
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いう不透明というかそういったものの確実性が、

私にすれば少し乏しいなというふうに思うんで

すが、そういったものを積算に見込みながらや

っていくというのは、最悪のことも考えれば私

はもう少し具体的にしっかりとそれらの確たる

ところを追求していくべきじゃないのかなとい

うふうに考えた。今、市長の答弁をお聞きして

いてそのように思いました。 

 どの程度、かかる経費の何割をその寄附で賄

おうとするのかは、今回明らかには出てこない

というふうに思いますけれども、そういったと

ころも含めて、少し緊張感を持って我々も取り

組んでいく必要があるというふうに私は認識し

ております。 

 それで、今の現状の数と今、市長の答弁にあ

ったような将来増えると見込みしている数、こ

れらの管理の捻出。今も申し上げましたとおり、

寄附等もあるということでありましたけれども、

本当にこれが最後、最後の最後というとあれで

すが、長期にわたって市民に安心してその施設

の存在感というものを認識してもらうためにも、

私はその確保の確たる根拠というのも将来、将

来って近い、何年後というわけには行きません

けれども、今年なり来年早々にでもやはりそう

いった根拠を市民に分かるように私は示してい

ただきたいというふうに思いますので、その辺

に対する考え方を市長のほうからもう一度答弁

をお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  考え方を聞きたいとい

うことでありました。これも繰り返しになろう

かというように思っておりますけれども、やは

り歳入歳出といったような、この冒頭に申し上

げましたこの数字であります。１つの施設の数、

さらにはこれに基づく管理料と申しますか、収

入と支出といったようなこのような数字をどの

ように受け止めるかということが、やっぱり基

本的にはこれと真正面と向き合わなきゃならな

いということに尽きるんじゃないのかなという

ように思っておりまして、ただこの場合におけ

る収入と支出の見方によりましては、支出とい

うものにつきましても、この公共施設等管理計

画という言葉に、総合管理計画という言葉にあ

りますとおり、公共といったものに市民の皆様

のニーズにしっかりと受け答えするための管理

として必要な経費だということになっているわ

けでございますから、言うところの収入、支出

だけでの数字だけで捉えるわけにはいかないだ

ろうと。いろんな波及効果あるいはそれに伴う

様々ないろんなインパクトの強いこの経済的な

効果なり、遠野にとっての必要な１つの存在と

いったものをその中に捉えながら、それに基づ

くいろんな次の、繰り返しになりますけども、

いろんな波及効果のようなものをどのようにそ

こから見出していくのかという部分についての、

やっぱりそのような検証も併せて行っていかな

きゃならないんじゃないのかなというふうに思

っております。 

 ９億じゃないか、18億じゃないかという部分

は、これは何もそのとおり正面から受け止めな

きゃなりません。そのために、考え方という１

つのお話でありましたけども、例えばこのこど

も本の森遠野につきましても、今これについて

の運営体制、あるいは業務委託の１つの内容等

につきまして、関係団体とそれぞれ精力的な協

議を行っておりまして、これから精査をしっか

りと行いながら向き合わなきゃならない１つの

課題であるということを認識しているところで

ございますけども、もう一方においては、その

中における１つの指定管理料というところのこ

の管理料ということもさることながら、それに

基づく発信に基づいてのいろんな関係人口、交

流人口、観光振興といった様々なものに及ぼす

影響といったようなものも、かなり大きなもの

があるということも踏まえれば、その歳入歳出

だけの議論では済まされないようなものを、

我々もしっかりと分析をしながらそれに基づく

市民の皆様の御理解をいただくような丁寧な説

明がその中には求められるんじゃないのかなと

いうふうに考えているところでございますので、

基本的な考え方を申し上げまして答弁とさせて
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いただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  現段階では、今こども本

の森構想の関連で、いろいろ御答弁をいただき

ましたけども、今の段階では幾らかかるという

ふうなことは難しいだろうというふうに察する

ところでありますが、今、先ほども同僚議員か

らの質問にもありました。いわゆるその箱物行

政という指摘もあるわけでありますけども、現

実として施設の維持管理経費の増加にこれがつ

ながっているというふうな認識もあります。 

 そういったところで、先ほども申し上げてお

りますけれども、不確定要素である寄附とかそ

ういったものじゃなくてしっかりとした財政見

込みを立てるのが、私は今の段階では正当な考

えじゃないのかなというふうに思います。 

 そのような厳しい市の財政情勢の中で、課題

は私がここでお話をしなくても皆様御承知のと

おり山積をしております。 

 例えば、市民が暮らしていくためにも最も重

要で最優先すべきであるライフライン、水道等

の更新整備であります。これは、将来を見通し

た待ったなしで推し進めなければならない重要

な課題であり、施策の１つであると私は重く受

け止めております。長くこれを先延ばしにする

べきではないと、そういう認識をしていること

を私は申し上げておきたいと思います。 

 置かれている現状、理解、認識の上に、大き

な課題を先送りにすることなく、早期の管理計

画の実現を目指すとともに、将来を見据えた速

やかな運用に取り組んでいただきたいというこ

とを申し上げておきたいと思います。 

 次に、大項目２点目に移ります。 

 遠野市が支出している事業実施に関わる委託

料等の在り方についてであります。市では、施

設等の整備、発注に際し、設計やその設備、施

設等の目的とする機能やその形態等についての

プランニング、いわゆる基本設計だと思います

けれども、これを外部に委託して進めている例

があります。遠野市が今まで施設などの整備に

伴い、発注してきたことも含め、その経過と現

状についてを伺ってまいります。 

 まず、第１点目、施設整備に伴うコンサルタ

ント料などの議会の議決を経ながら、予算計上

して委託料として支出してきておりますけれど

も、その成果は市民の意に沿ったものとなって

きたのか。今までのその成果について、市長は

どのような評価をなされているのかお伺いをい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  大きな項目の２項目め

といたしましては、市が出資しているその委託

料等の在り方についてという項目の中で、施設

整備に伴うコンサルタント料などが議会の議決

を経ながら予算計上し委託料として支出してい

るが、その成果はということでありました。ま

さにこれも、まさに手順を踏みながら行ってい

る１つの対応なわけでございますけども、施設

整備を行う上で、これもごく当たり前なことな

わけでございますけども、関係団体等の要望を

聞き取りながら、合意形成を図りながら進めて

いくという、そのような手順を踏んでいるわけ

であります。 

 設計業務では、施設要望内容を設計図書に反

映させ、できるだけ関係団体等の要望に沿った

施設整備となるような、そのようなプロセスを

経て進めているということになるわけでありま

して、新築や改修を含め、施設整備に係る設計

委託料については、過去これ３年間の数字を申

し上げますけども、過去３年間で17件、その額

は１億7,399万円ほどということになっている

という状況であります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  過去３年間、17件と、１

億7,399万円、これが委託料として支出されて

いるということでありますが、それでは、２点

目に入りますけれども、同じ事業で過去に発注

した経緯のあるものに対して、再度委託事業を

発注した例はこの中にないか伺います。 
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○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど、この委託の中

にございまして、この17件１億7,399万円とい

う数字を申し上げたわけでございますけども、

いずれもこの成果品等につきましては適正に設

計され、多くの関係団体あるいは要望、あるい

は市民の皆様のニーズにそったものとしてひと

つ形づくられたんではないのかなというふうに、

私自身もそのように受け止めているところでご

ざいます。 

 なお、ただいま、再度この委託料を発注した

例はないかという、そのような御質問でありま

した。過去３年間の発注状況を調べた結果、事

例は１件あったということでございます。これ

は、道の駅遠野風の丘の改修工事に係る設計業

務の１件であるということでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  今、先ほど来から市長の

答弁の中には合意形成という御答弁の言葉があ

りましたが、特にもこの合意形成にあたっては、

市民との合意形成が私は非常に大切だというふ

うに思っておりますので、そのこともお話をし

ておきたいというふうに思います。 

 それで、今答弁の、３年ほど前に改修を前提

とした委託業務。これを議会に提案された経緯

がありますけれども、その１件というのは風の

丘の案件だということでありますが、２回の同

じ事業に対する委託業務をしたということであ

りますので、その際の初回の流れ、そしてまた

そのときの成果等についての取扱いは、その後

どのようになっているのかお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  その成果あるいは具体

的な内容はどうなっているのかということでお

尋ねでありました。 

 よく言う、この事業を進めていく過程におき

ましては、計画といったようなものの中でこれ

をその都度見直しをしながら進めていくという

ことはごく当たり前の手順としてあるわけであ

ります。 

 この遠野風の丘のケースの場合も、もともと

が10億円規模の事業として位置づけられておっ

たわけでございますけども、今般も財政運営等

についていろいろ議論されているわけでござい

ますけども、もう少しコンパクトなものにでき

ないだろうか。あるいは、国の財源をしっかり

とゲットできないだろうかという中で、様々検

討を繰り返してきた。見直しを繰り返してきた

という、そのような経緯があるわけであります。 

 そのようなことを踏まえながら、その間の設

計図書等の見直しにつきましても、これまでの

成果品のデータを利用する、あるいは活用する。

そのことによって経費を少しでも抑え込むこと

ができるというそのような１つの経過の中にお

きまして、その手順を踏まえながら事業を進め

てきたという１つの経過があるわけであります。

もともとが、この部分におきましては10億円規

模なものを、それをいろんな形で、それこそい

ろんな角度から検討をしながら圧縮をし、そし

てまた遠野の１つのプロジェクトにふさわしい

内容に持ち込むという部分におきまして見直し

を行いながら、その中におきまして、それまで

のいろんなデータあるいは設計図書等、あるい

はいろんな調査事業等もしっかりと加味をしな

がら、それを踏まえての新たな１つの設計に持

ち込むという部分におきましては、再度委託と

いうような、そのような手順の中に事を進めた

ということになろうかというように思っており

ますので、繰り返しになりますけども、成果品

のデータを活用しながら事業を進めてきた。い

ずれ、今後においてもこれがしっかりとした進

行管理の下に取り組まなければならないのかな

というように思っているところでございますの

で、それをひとつ御理解をいただければという

ことで、過去３年間１件あったということにな

れば、この１件であったということでありまし

て、そのような経過があった。その分の中にお

きましては、しっかりと庁内手続から様々な手

続もその部分を踏まえながら、丁寧な事務処理
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の中においての対応をしてきたという経過もあ

るということでございますので、１つそのよう

な事例があったということをもって答弁といた

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  １つ確認をしたいと思い

ますけれども、この３年前、風の丘の委託業務

の発注に際しては、基本設計と実施設計を発注

していたというふうに記憶しておりますが、そ

うするとその３年前の２件の委託業務を今回ま

た令和元年度に改修の実施設計を委託発注して

いるわけですが、それとの整合性というのはど

のように受け止めたらよろしいんでしょうか。 

 もう１回申し上げます。 

 ３年前に、基本設計と実施設計を同時に発注

しているわけです。その間は、基本設計のほう

は出てきていると思うんですが、今回もまた実

施設計を発注しているというふうなことになる

んです、２度発注したということは。その辺の

仕分けはどのようになっているんでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  今、基本設計と実施設

計の１つの中での経過はどうなっているのかと

いうことについての御質問でありましたので、

かなり実務的なことになりますので、担当の副

市長のほうからその部分についての数字を挙げ

まして答弁申し上げますので、御了承いただけ

ればと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  飛内副市長に答弁願い

ますが、先ほどの教育長と同じ理由で、自席か

らの答弁でお願いします。飛内副市長。 

○副市長（飛内雅之君）  それでは、命により

ましてお答えさせていただきます。 

 道の駅遠野風の丘の改修に関する設計委託が、

平成29年度と令和元年度に発注となっておりま

す。道の駅遠野風の丘の改修については、平成

29年度から30年度にかけて店舗改修及び増設建

物基本実施設計業務として委託し、当初契約の

うち、基本設計によるレイアウトと概算、整備

費により実現化に向け国と協議をしてまいりま

した。 

 しかし、当初見込んだ国の補助金の適用範囲

が限定的であったことから、市の財政負担の軽

減を図るため、計画を見直し、業務内容を基本

設計までとしました。当初の部分は基本設計ま

でとしたということでございます。 

 そのことから、当初契約金額は実施設計を除

いた分減額した中での変更契約とさせていただ

きました。 

 令和元年度に発注したのは、道の駅遠野風の

丘改修工事設計業務について、先の、当初の基

本設計によるレイアウトデータや既存建物の調

査データを活用し、実施設計を発注したもので

ございます。 

 以上、お答えさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  今の答弁を聞いていると、

いわゆる国との基本設計と実施設計は発注をし

たけれども、その間国との協議、あるいは国の

補助基準というか、そういった財源確保の相違

があって、そのことによって市の財政を逆に圧

迫するということから、それを除外したと。そ

して今度、令和元年度、実施設計を新たに発注

したという答弁で間違いないですね。 

 そういったところで、もちろん議会にも予算

計上を上程されていますから、私も若干確認を

してまいりました。私は、１つ問題なのは、同

時発注をするということはいろんな今のような

弊害が起こる可能性がある。何を言いたいかと

いうと、このような事業をする際には、基本設

計をまず成果品として納入を受けて、それを当

局内部が検討あるいは調整をしながら、その上

に実施設計とつながっていくような手順じゃな

いのかなと私は思うわけです。一括発注したこ

とによって契約変更したということになります

が、そのことによって相手業者にも迷惑もかか

ることであると、私はそのように理解をします。 

 何を言いたいかというと、この事業、国の財

源、県の財源をもらうための事前の具体的な内
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容承知、把握が足りなかったんじゃないかなと

いうふうに私は思います。本来であれば、実施

設計が後に来れば、基本設計が済んで県と国、

協議しながら最終的には実施設計につながって、

それが現在発注しようとする額にほぼ収まると

私は理解しているんです。 

 同時発注したことによって、実施設計まで発

注してしまってから国とかいろんなそういった

補助の内容についてのすり合わせをしたために、

今回のような事務の食い違いができたんじゃな

いかなというふうに私は思うわけです。 

 逆に言えば、的確に、かつ円滑にこの事業を

進めたいという思いであれば、やはり私は同時

発注というのは好ましくないと思います。 

 それで、先ほど申し上げましたが、29年度の

発注と令和元年度の、減額しているからですけ

れども、あれを具体的に調べてみると、今回２

度やったことによって当初の総額よりも最終的

にはトータルとして、単純に私が計算してみる

と約600万ほどの額が増えているんです。とい

うことは、何を言いたいかというと、先ほど来

答弁にありました国の情勢、県の情勢が見込め

ない、そのために規模も縮小してきたというこ

とであれば、基本設計と実施設計の積算の根拠

というのは私も分からないんですが、逆に単純

に考えると減っていくというふうに理解するん

ですけど、今度それをやったことによって約60

0万ほどの予算をそれに増えているというふう

に、私、計算するとそういうふうに見えてくる

んですが、やっぱりこのことについてとやかく

今、説明は求めませんけれども、この事務の執

行、流れ、こういったもののやはり是正をして

いただきたいなと思います。 

 一括発注することは、しっかりと根拠を示せ

る状態になるというふうな前提に立ってやらな

いと、今のような不合理なところが出てくると、

私は懸念するのでありまして、その辺のこれか

らの委託料、発注、そういう事務の執行にあた

っての当局の考え方、やはり改めるべきだと私

はこの機会に申し上げておきたいんですが、そ

れに対して考えを伺って私の一般質問を終わり

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの基本設計と

実施設計とのつながりの部分につきまして、い

ろいろ丁寧な御質問を承ったところであります。

担当の副市長のほうからも、その予算あるいは

計画、あるいは財源の確保という部分の中にお

きまして、それぞれ１つの経費の節減も含めな

がらという部分の中で手続を踏んできたという

ことを申し上げたわけでありますけども、今後

ともこのような事例がこれからもあるかという

ふうに思っておりますので、より慎重に、それ

こそ対応に間違いがないような慎重な事務処理

を進めていくということはこれ、ごく当然なわ

けでございますので、その辺に十分留意しなが

ら、より緊張感のある、そのような手続を踏み

ながら市民の皆さんの理解を得られるような、

そのような公明公正なそのような事務手順にさ

らなる意を用いてまいりたいというふうに考え

ているところでございますので、１つただいま

申し上げられましたことにつきましてはしっか

りと謙虚に受け止めながら、この問題にも向き

合ってまいりたいというふうに考えております

し、事業を確実に進めるという部分もまた一方

にはあるわけでございますから、その辺を踏ま

えながら、繰り返しになりますけども、このよ

うな１つの事例につきましてはより慎重に、緊

張感を持った対応を進めてまいりたいというこ

とを改めて決意を申し上げまして答弁とさせて

いただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  まだまだ、遠野市には課

題山積、本当に我々も一生懸命になってこのこ

との現実を踏まえながら、いろいろ襟を改めな

がら務めていかなければならないと、当局も議

会もそういう立場に立って己の自覚をしながら

精いっぱい務める。それが、我々に課せられた

役割であるということを再度認識をしながら、

私の一般質問を終わります。 
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○議長（浅沼幸雄君）  これにて一般質問を終

了いたします。 

────────────────── 

   休会の議決   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。９

月９日から16日までの８日間は、委員会審査の

ため休会いたしたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、９月９日から16日までの８日間は、休

会することに決しました。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  以上で、本日の日程は

全部終了いたしました。本日はこれにて散会い

たします。御苦労さまでした。 

   午後３時57分 散会   


